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IntroductionIntroduction

　岩手医科大学 災害時地域医療支援教育センターの眞瀬です。 今回も全国よりお集まりいただきまして、 ありがとうございます。 本　岩手医科大学 災害時地域医療支援教育センターの眞瀬です。 今回も全国よりお集まりいただきまして、 ありがとうございます。 本

研修は東日本大震災の教訓を基に、 災害時の本部機能やロジスティクスの強化などを獲得目標として開催しております。 2013 年に研修は東日本大震災の教訓を基に、 災害時の本部機能やロジスティクスの強化などを獲得目標として開催しております。 2013 年に

第 1 回研修が始まり今回は 11 回目の開催となります。 半年後には東日本大震災から 15 年という一つの節目を迎えます。 先の能登第 1 回研修が始まり今回は 11 回目の開催となります。 半年後には東日本大震災から 15 年という一つの節目を迎えます。 先の能登

半島地震をはじめ、 災害は予想外のタイミングでやってきます。 また今後発生が予想される日本海溝 ・ 千島海溝周辺地震や南海ト半島地震をはじめ、 災害は予想外のタイミングでやってきます。 また今後発生が予想される日本海溝 ・ 千島海溝周辺地震や南海ト

ラフ地震への備えという意味でも、 これまで継続して研修を開催できていることに感謝しております。ラフ地震への備えという意味でも、 これまで継続して研修を開催できていることに感謝しております。

　参加者の皆様、講師の皆様にもこれだけ集まっていただきました。 是非この機会に顔の見える関係を作っていただけたらと思います。　参加者の皆様、講師の皆様にもこれだけ集まっていただきました。 是非この機会に顔の見える関係を作っていただけたらと思います。

実践研修では実際に被災地である沿岸に赴いていただき、 現地の皆さん、 コントローラーの皆さんとコミュニケーションをとっていた実践研修では実際に被災地である沿岸に赴いていただき、 現地の皆さん、 コントローラーの皆さんとコミュニケーションをとっていた

だきながら災害対応を経験していただきます。 十分に気をつけて、 実りある研修にしていただけたらと思います。 よろしくお願いいただきながら災害対応を経験していただきます。 十分に気をつけて、 実りある研修にしていただけたらと思います。 よろしくお願いいた

します。します。

眞瀬 智彦眞瀬 智彦
第 11 回 日本災害医療ロジスティクス研修第 11 回 日本災害医療ロジスティクス研修

研修運営委員長研修運営委員長

ごあいさつごあいさつ
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01．目的
　大規模災害時、被災県に支援に入る医療チームとして 
円滑な情報のやりとりや十分な生活環境の確保といった 
ロジスティクス能力の向上を目的として本研修を行う。

02．獲得目標
　① ロジスティクスの基本を習得する
　　· 派遣目的地までの円滑な到達
　　· 衣食住の確保

　② 各拠点での本部立ち上げと本部内における 
　　 ロジスティクスの役割を理解する
　　· 各拠点でのカウンターパートとのコミュニケーション
　　· 情報伝達手段の構築および通信訓練
　　· 情報の集約と活用

　③ 多組織間の連携について理解する
　　· 各組織特有の手法などについて理解
　　· 多組織間の協働方法の検討

　④ 安全管理
　　· リスクへの対策
　　· 危険情報の収集
　　· 連絡体制の確保

03．開催日
　令和 7 年９月 28 日（日）
　令和 7 年９月 29 日（月）
　令和 7 年９月 30 日（火）

04．開催場所
　主会場　岩手医科大学（矢巾キャンパス） 
　　　　　　災害時地域医療支援教育センター 
　その他　岩手県内沿岸部

05．受講対象者
　職種は問わない

06．申込方法
　岩手医科大学ホームページより

07．受講定員
　３０名（内７名程度岩手県枠）

08．参加費
　研修受講料：20,000 円
　（会場までの交通費、宿泊費、弁当代は別途必要）

09．研修日程
　次頁プログラム参照

10．運営委員
　　委員長　岩手医科大学			   眞瀬　智彦
　　　委員　国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局	 近藤　久禎
　　　　　　兵庫県災害医療センター		  中山　伸一
　　　　　　山形県健康福祉部		  森野　一真
　　　　　　　　　　国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局	 若井　聡智
　　　　　　仙台市立病院			   山内　聡
　　　　　　			   	 高桑　大介
　　　　　　社会福祉法人東京有隣会有隣病院	 楠　孝司
　　　　　　青年海外協力協会		  大友　仁
　　　　　　　　　　国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局	 市原　正行
　　　　　　神戸学院大学			   中田　敬司
　　　　　　兵庫県災害医療センター		  中田　正明
　　　　　　　　　　国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局	 鈴木　教久
　　　　　　山形県立こども医療療育センター	 萬年　琢也
　　　　　　愛知医科大学			   小澤　和弘
　　　　　　日本赤十字社本社		  土居　正明
　　　　　　日本赤十字社岩手県支部		  種田　伸吾
　　　　　　埼玉県済生会加須病院		  奥野　史寛
　　　　　　岩手医科大学			   藤原　弘之
　　　　　　岩手医科大学			   富永　綾　　　　
　　　　　　岩手医科大学			   金子　拓
				    （敬称略）

11．主催
　岩手医科大学　災害時地域医療支援教育センター

12．共催
　国立健康危機管理研究機構 危機管理 ･運営局 ＤＭＡＴ事務局

13．後援
　内閣府
　総務省
　外務省
　文部科学省
　厚生労働省
　岩手県
　日本医師会
　岩手県医師会
　岩手県教育委員会
　日本赤十字社
　社会福祉法人恩賜財団済生会
　日本災害医学会
　日本災害医学会災害医療ロジスティクス検討委員会
　日本災害医療ロジスティック協会
　災害医療ＡＣＴ研修所
　公益財団法人国際医療技術財団（ＪＩＭＴＥＦ）

実施要領実施要領



時間 プログラム
事前学習　【 e-Learning 】

ｅラーニング
（事前配信）

20 ロジスティクス等に関する災害医療の施策
　厚生労働省医政局地域医療計画課　赤星　昴己

20 災害時の医療と公衆衛生（保健衛生）を支援するロジスティクス
　山形県健康福祉部　森野　一真

30 医療チームにおけるロジスティクスについて
　国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局　市原　正行

20 災害対策本部と災害医療コーディネーターについて
　岩手医科大学　眞瀬　智彦

20 東日本大震災の医療活動について
　仙台市立病院　山内　聡

30 近年の災害医療対策対応緊急報告　～近年の災害対応と DMAT ～
　国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局　近藤　久禎

40 近年の災害医療対策対応緊急報告　～新型コロナ感染症対応の経緯～
　国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局　近藤　久禎

30 近年の災害医療対策対応緊急報告　～能登半島地震対応について～
　国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局　近藤　久禎

30 安全管理
　国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局ＤＭＡＴ事務局　若井　聡智

20 災害医療チームの診療情報管理
　広島大学　久保　達彦

40 トランシーバー・衛星携帯電話・高速衛星通信・発電機について
　岩手医科大学　藤原　弘之

20 本部運営と記録・ＥＭＩＳ
　岩手医科大学　富永　綾

1 日目　9 月 28 日（日）
8:30 ～ 9:00 30 受付

9:00 ～ 9:10 10 開会式
9:10 ～ 10:00 50 衛星携帯電話・情報通信機器実習

　福島赤十字病院　三浦 有樹
10:00 ～ 11:00 60 広域災害救急医療情報システム（EMIS）

　愛知医科大学　柴田 隼人
11:00 ～ 11:10 10 移動・休憩

11:10 ～ 12:00 50 実習：発電機（25 分）
機器展示見学（20 分）

実習：情報整理記録講義
　チームのクロノロ（20 分）
　本部のクロノロ（20 分）

12:00 ～ 13:00 60 昼食

13:00 ～ 13:50 50
実習：情報整理記録講義
　チームのクロノロ（20 分）
　本部のクロノロ（20 分）

実習：発電機（25 分）
機器展示見学（20 分）

13:50 ～ 14:10 20 休憩

14:10 ～ 16:05 115 机上シミュレーション「被災地内におけるロジスティクス活動」
　兵庫県災害医療センター　中田 正明

16:05 ～ 16:15 10 休憩

16:15 ～ 18:20 125 活動戦略
　岩手医科大学　藤原 弘之

2 日目　9 月 29 日（月）
7:40 ～ 8:00 20 受付

8:00 ～ 終日 実践研修
３日目　9 月 30 日（火）

～ 7:00 想定終了
7:00 ～ 8:10 110 片付け（オンライン報告会資料準備等含む）
8:10 ～ 9:10 60 オンライン報告会
9:10 ～ 14:20 310 撤収・被災地見学・移動
14:20 ～ 15:30 70 討論会
15:30 ～ 16:00 30 閉会式
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開催告知ポスター開催告知ポスター
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LectureLecture

眞瀬 智彦

教授
医学部 救急・災害医学講座
岩手医科大学
04 災害対策本部と災害医療コーディネーターについて

市原 正行

災害医療課長
ＤＭＡＴ事務局
国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局

03 医療チームにおけるロジスティクス

森野  一真

医療統括監
健康福祉部
山形県
02 災害時の医療と公衆衛生（保健衛生）を支援するロジスティクス 

赤星 昴己

災害時医師等派遣調査専門官
災害医療支援専門官

医政局地域医療計画課 救急 ･ 周産期医療等対策室
厚生労働省

01 ロジスティクス等に関する災害医療の施策

　受講者には研修開催前に事前学習として 9 月 2 日（火）から 9 月 27 日（土）の期間中に講義動画をオンデマンド配信し、必
修で閲覧していただきました。本研修を通して受講者の皆様に学んでいただきたいのは、『被災地内におけるロジスティクス活動』
であり、その中でも次の４項目を重点項目としています。
　①　ロジスティクスの基礎を習得する。
　②　各拠点での本部立ち上げと本部内におけるロジスティクスの役割を理解する。
　③　多組織間の連携について理解する。
　④　安全管理
　これらを元に、災害医療の基礎からロジスティクス活動の大筋をご理解いただくよう、講義のテーマを選定いたしました。
　なお、各講義のレジュメをスライド画像のクリックもしくは QR コードより閲覧できるようにしましたので、ご参考ください。

e-Learninge-Learning による事前学習による事前学習

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture04.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture03.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture02.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture01.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture04.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture03.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture02.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture01.pdf


近年の災害対応とDMAT

DMAT事務局

次長 近藤久禎

日日本本災災害害医医療療ロロジジスステティィククスス研研修修
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若井 聡智
次長

DMAT 事務局
国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局
09 安全管理

近藤 久禎

次長
DMAT 事務局
国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局
08 近年の災害医療対応緊急報告 ～能登半島地震対応について～

近藤 久禎

次長
DMAT 事務局
国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局

07 近年の災害医療対応緊急報告 ～新型コロナ感染症対応の経緯～

近藤 久禎

次長
DMAT 事務局
国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局

06 近年の災害医療対応緊急報告 ～近年の災害と DMAT ～

山内 聡

センター長
救命救急センター
仙台市立病院	

05 東日本大震災の医療活動について

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture07.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture06-03.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture06-02.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture06-01.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture05.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture07.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture06-03.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/10th/logi10th-lecture06-02.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture06-01.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture05.pdf
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岩手医科大学
医学部 救急・災害医学講座

富永 綾
助教

12 本部運営と記録・EMIS

岩手医科大学
医学部 救急・災害医学講座

藤原 弘之
助教

11 トランシーバー・衛星携帯電話・高速衛星通信・発電機について

広島大学
大学院医系科学研究科 公衆衛生学

久保 達彦
教授

10 災害医療チームの診療情報管理

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture10.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture09.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture08.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture10.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture09.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture08.pdf
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福島赤十字病院福島赤十字病院

三浦 有樹三浦 有樹
　受講者には事前の e-Learning の中で通信機器に関する講　受講者には事前の e-Learning の中で通信機器に関する講
義を必修で受講いただいておりますが、実習に先立ち福島赤義を必修で受講いただいておりますが、実習に先立ち福島赤
十字病院の三浦先生より、通信機器の使用方法についてご講十字病院の三浦先生より、通信機器の使用方法についてご講
義いただき、そのあとで実際に通信機器を操作して音声通信義いただき、そのあとで実際に通信機器を操作して音声通信
やデータ通信を行いました。やデータ通信を行いました。
　当センター所有の通信機器に加え、総務省東北総合通信局　当センター所有の通信機器に加え、総務省東北総合通信局
様、ドコモビジネスソリューション様、KDDI 様、ソフトバ様、ドコモビジネスソリューション様、KDDI 様、ソフトバ

ンク様よりお借りした通信機器（実災害時も貸出しをしていンク様よりお借りした通信機器（実災害時も貸出しをしてい
ただけます）、受講者が自施設より持参した通信機器を用いただけます）、受講者が自施設より持参した通信機器を用い
て実習を行いました。て実習を行いました。
　これらの機器は、翌日からの実践研修でも情報収集・発信　これらの機器は、翌日からの実践研修でも情報収集・発信
ツールとして活用するため、受講された皆さんはインストラツールとして活用するため、受講された皆さんはインストラ
クターの説明に熱心に耳を傾け、操作方法を習得すべく精力クターの説明に熱心に耳を傾け、操作方法を習得すべく精力
的に実習に参加いただきました。的に実習に参加いただきました。

衛星携帯電話・情報通信機器実習衛星携帯電話・情報通信機器実習

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture11.pdf
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愛知医科大学愛知医科大学

柴田 隼人柴田 隼人
　災害時に医療情報をインターネット上で共有し、被災地内　災害時に医療情報をインターネット上で共有し、被災地内
での医療・救護活動を効率的に支援するための広域災害救急での医療・救護活動を効率的に支援するための広域災害救急
医療情報システム（Emergency Medical Information System　医療情報システム（Emergency Medical Information System　
以下 EMIS）。阪神・淡路大震災の教訓を活かすために厚生以下 EMIS）。阪神・淡路大震災の教訓を活かすために厚生
労働省が構築し、2006 年度より運用が開始されたこのシス労働省が構築し、2006 年度より運用が開始されたこのシス
テムは、現在災害発生時に医療・行政・消防等との情報共有テムは、現在災害発生時に医療・行政・消防等との情報共有
を図るために、必須のツールとなりました。を図るために、必須のツールとなりました。

　実践研修でもＥＭＩＳを使用し、情報を発信・共有するた　実践研修でもＥＭＩＳを使用し、情報を発信・共有するた
め、受講者は自身の持ち込みのパソコン・タブレット端末等め、受講者は自身の持ち込みのパソコン・タブレット端末等
を駆使して、基本操作の習得を行いました。を駆使して、基本操作の習得を行いました。

広域災害救急医療情報システム（EMIS)広域災害救急医療情報システム（EMIS)

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture12.pdf
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　被災地では、インフラ（電気、ガス、水道、通信、交通）
が損傷を受け、しばらくの間平時のような供給を受けること
が出来なくなる場合があります。小電力であれば、近年急速
に普及し、手軽に入手できるようになったモバイルバッテ
リーやポータブル充電器などを活用することも考えられます
が、長時間の運用や消費電力が大きい電化製品などを使う必
要がある場合は、携行式の発電機を持ち込んで活動すること
も想定する必要があります。
　当センターで所有している３タイプの発電機を使用し、受
講者の皆さんに実際に触れて操作していただく実習を行いま

した。
　それぞれの発電機について、インストラクターから燃料や
使用方法の違い、メリット・デメリットの説明を受けた後、
実際に発電機を始動させてみました。鍵を回すとセルが回り、
簡単に始動させることが出来るものや、セルを引っ張っても
なかなか始動しないもの、ガソリンではなく携行ガスボンベ
を燃料とするものなど、その違いや操作の大変さを実体験し
ていただきました。

発電機発電機
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　災害現場に派遣された際に、いかにして情報を収集し、記
録し、分析するかについて、ロールプレイを通して体験して
いただきました。
　これから被災地に派遣されるチームの活動記録を行うとい
う想定で、手持ちのメモ帳に時系列活動記録（クロノロジー）
のフォーマットで状況を記録していきます。刻々と会話が進
んでいく中、聞き逃さないように情報をメモ帳に書き留めて
いきます。
　次に、本部に到着し、先着のチームから現時点での状況報
告を受け、またこれからの指示を受けるシーンという想定で、

情報が記載されたホワイトボードを前に、本部で活動してい
る方から説明を受けます。
　報告を受けた内容だけではなく、今後の活動に向けて、こ
ちらから必要な情報を取るために質問をし、それを書き留め
ていきます。
　最後に、本部活動中に記録係を担当することになったとい
う想定で、ホワイトボードに貼り付けられたライティング
シートにクロノロジーを記載しました。災害対策本部に飛び
交う様々な情報を、漏れることなく書き留めることの難しさ
を体験していただけたと思います。

情報整理記録情報整理記録
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　本研修に協賛いただいている団体・企業の皆様にご参加い
ただき、災害時に有用な資器材の展示ブースをご準備いただ
き、ご担当の方に製品の紹介・説明をお願いしました。
　能登半島地震の医療救護活動時に活用された最新資器材も
ご準備いただきましたので、現地での使用感、展開状況など
の情報もご紹介いただきました。
　近年の大規模災害対応事案の増加に対応するように、これ
らの資器材の開発・改良も日進月歩で進んでおり、技術のト
レンドの移り変わりも年々早くなっています。ロジスティ
シャンとしては、このような資器材に関する情報をタイム

リーに入手し、平時には装備の充実・使用方法の習熟を行い、
実災害時にこれらを効率よく活用し、円滑な活動につなげる
スキルが必要となります。
　今回の機器展示で紹介した資器材の中には、翌日からの実
践研修内で実際に使用していただものもあり、事前研修の段
階で、パンフレットや取扱説明書、使用方法を説明した動画
を受講者の皆さんに閲覧できるようにしていましたが、実際
に現物に触れ、詳細な説明を受けることでより理解を深めて
いただきました。
　

機器展示見学機器展示見学
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兵庫県災害医療センター兵庫県災害医療センター

中田 正明中田 正明
　机上にて、自身が所属している医療救護チームが被災地に　机上にて、自身が所属している医療救護チームが被災地に
派遣されるという想定でシミュレーションを行いました。派遣されるという想定でシミュレーションを行いました。
　ここでは、明日から一緒に実践研修を行うグループごとに　ここでは、明日から一緒に実践研修を行うグループごとに
分かれ、以下の３点を獲得目標として、各課題についてディ分かれ、以下の３点を獲得目標として、各課題についてディ
スカッションをしました。スカッションをしました。
　１．出動のための準備が行える。　１．出動のための準備が行える。
　２．被災地に到達し、効果的な活動について理解できる。　２．被災地に到達し、効果的な活動について理解できる。
　３．初動医療チームの役割が理解できる。　３．初動医療チームの役割が理解できる。

　いざ被災地に派遣されるとなった時に、どのような準備が　いざ被災地に派遣されるとなった時に、どのような準備が
必要なのか、現地まではどのような手段を使って安全かつ時必要なのか、現地まではどのような手段を使って安全かつ時
間通りに到達することができるのかなどについて検討してい間通りに到達することができるのかなどについて検討してい
ただきました。ただきました。
　現地到着後の活動について、効果的に活動するために、ロ　現地到着後の活動について、効果的に活動するために、ロ
ジスティクスの役割としてどのような点について留意すべきジスティクスの役割としてどのような点について留意すべき
なのかについてディスカッションしたのち、過去の事例を紹なのかについてディスカッションしたのち、過去の事例を紹
介いただきながら解説をしていただきました。介いただきながら解説をしていただきました。

被災地内におけるロジスティクス活動被災地内におけるロジスティクス活動

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/docs/11th/logi11th-lecture14.pdf
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東日本大震災

　各拠点に派遣された受講者は、それぞれの拠点で活動する業務調整員として次々に付与される想定にいかに的確に
対応できるか、この実践研修を通して、業務調整員として必要なスキルとは何かを学ぶことを目的としました。各拠
点での本部立ち上げや情報のやり取りもさることながら、他の災害医療研修では類を見ない、目的地までの移動やテ
ントを利用しての宿泊、制限が設けられた食事など、リアルな災害想定を体験することで、より実践に沿った経験を
積むことができると考えます。

研修の趣旨研修の趣旨

岩手医科大学岩手医科大学

藤原 弘之藤原 弘之

実践研修　活動戦略実践研修　活動戦略

研修の目的研修の目的

研修の想定研修の想定

　本研修の目玉ともいえる実践研修。研修の趣旨を説明します。
　　▶　ロジスティクスの基本
　　▶　各拠点での本部立ち上げと、本部内に置けるロジスティクスの役割
　　▶　多組織間の連携
　　▶　安全管理
これらを実践研修の中で習得していただくため、受講者を岩手県内各地に派遣しました。

　　▶　発災９月 26 日　14:46　宮城県沖 M8.0 の地震
　　▶　岩手県内各地　震度６弱～６強
　　▶　津波、沿岸は甚大な被害
　　▶　死者、行方不明者　多数
　　▶　行政、医療機関も甚大な被害

　　●　みなさんは病院に勤務する調整員です。
　　　　　　（医師、看護師、消防等の方なども、この実践研修での想定は病院勤務の業務調整員です。

　　　　  　　実在しませんが、医師・看護師がいる想定）

　　●　発災 3 日目にみなさんは医療チームとして被災県である岩手県に
　　　　派遣されました。
　　●　航空機で岩手県に入りました。

より少し小さいくらいの規模
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 【みなさんの派遣形態】
　・学会コーディネーションサポートチーム
　・ＪＭＡＴロジチーム
　・日赤コーディネーター帯同チーム
　・ＤＭＡＴコーディネーションチーム
　・知事会救護班

　実践研修では、派遣先の拠点に持ち込む資器材・食料についてもグループディスカッションし、どのような物がど
の程度の量必要なのか、それらをどのような手段で運搬するかなどについても検討しました。
　個人装備や生活用品、個人で持ち込んだ通信記録機器（衛星携帯電話やパソコン等）に加え、研修運営事務局側で
準備した資機材を各グループで分け合い、持ち出しました。
　移動手段としては、レンタカーやタクシーが考えられますが、今回の研修では、研修運営事務局側でレンタカーを
選定し、各グループに配車しています。なお、実践研修中の受講者の安全管理のため、各車両には NTT ビジネスソ
リューションズ（株）様、KDDI（株）様、ソフトバンクテレコム（株）様のご協力のもと、GPS 位置情報が取得で
きるようにしています。これにより実践研修調整本部では研修期間中リアルタイムで各車両の位置情報をモニタリン
グすることができ、受講者の動向を把握することができます。

資器材・食料について資器材・食料について

　岩手県に到着したみなさんは、医療チームの拠点である
　岩手医科大学 災害時地域医療支援教育センター に到着しました。
　　・センターの本部では、各医療チームの割り振りを検討中。
　　・みなさんは沿岸部を中心に派遣先が割り振られる予定。

活動地域に到着したら、その地域の保健医療福祉の調整本部（取りまと
めているところ）に「到着報告」し、「情報収集」が必要になります。

【本部になる可能性のある施設】
　・病院：災害拠点病院、一般病院
　・市役所、町役場：現地災害対策本部
　・保健所
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▶ 報告会スライド (PDF) ▶ クロノロジー (PDF) ▶ 報告会動画 (Youtube)

コントローラー 所属 担当

小澤 和弘 愛知医科大学 Ａ グ ル ー プ

見浦 継一 国立健康危機管理研究機構 危機管理 ･ 運営局　DMAT 事務局 Ａ グ ル ー プ

金子 泰也 長野市民病院 Ａ グ ル ー プ

髙橋 貴行 永生病院 Ａ グ ル ー プ

大友 仁 公益社団法人青年海外協力協会 宮 古 市 役 所

メンバー 所属 職種

鈴木 秀鷹 日本赤十字社 武蔵野赤十字病院 医 師

髙橋 郁弥 日本赤十字社東京都支部 事 務 職

田村 奈々 兵庫県立尼崎総合医療センター 看 護 師

永田 達拡 広島大学 大学院医系科学研究所 薬 剤 師

宮田 ゆき恵 山形県立中央病院 看 護 師

山口 祐介 医療法人社団英仁会 愛野ありあけ病院 管理栄養士

吉田 元治 大阪府立中河内救命救急センター 臨床検査技師

　A グループ （宮古市役所） は DMAT、 日赤、 JDA―

DAT、 の多種機関で構成され、 各機関の “色の濃い” メン

バーが多く、 チームとしてまとまるかの不安が当初はあった。 

　その不安も、 リーダが適材適所の役割分担を行ったことで

解消され、 サブリーダを始めとして専門分野に関することは

リーダに助言を行い、 それを基にリーダが方針を決定し、 チー

ム共有するなど、 チーム活動の模範となる行動が行われた。 

　各チーム行動についても、 「現状分析と方針決定」 など

チーム全体が何をするかが理解できていない時など、 その

行動に係わる専門家がミニレクチャーを行うなどをしてチー

ム全体が共通認識する体制が整備されていき、 各受講者が

各地域に持ち帰り普及していくべき行動でなったと思われる。 

　カウンターパートであった宮古市役所も最適な環境場所の

提供だけでなく、 シナリオにない被災経験に基づいた内容を

アドリブで呈示されるなど、 現実的な実戦訓練になったことに

敬意を表する次第です。

Group AGroup A　　宮古医療圏　宮古市役所宮古医療圏　宮古市役所

報告会資料報告会資料

コントローラーからのコメントコントローラーからのコメント

　グループ A は宮古医療圏に派遣となった。目的地は宮古
保健所である。岩手医科大学からは東方向に直線距離で約
70 ｋｍの行程となるが、高速道路は無く北上山地の峠道を
通るルートを選択することになる。
　到着後、宮古市役所に派遣され本部活動を行うことにな
るが、ここでのミッションは、宮古保健所と連携しながら、
行政とともに宮古市内の被害状況や、避難所情報および関
連機関（自衛隊・消防・警察・海保等）の活動状況の把握
に努めるとともに、医療機関の被災状況、傷病者の発生状
況、ライフライン・医薬品の情報を収集し、宮古市内の医療・
保健福祉体制のコントロールを行うことである。

※クロノロジーはレイアウトや表記方法を統一するために一部編集をしていますが、 誤字 ・ 脱字等についてはあえてそのままの表記にしています。

https://youtu.be/Xg7CLvv7WfU
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_chronology-A.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_chronology-A.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_report-A.pdf
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▶ 報告会スライド (PDF) ▶ クロノロジー (PDF) ▶ 報告会動画 (Youtube)

報告会資料報告会資料

B グループ （小堀内コミュニティセンター避難所） は避難所支

援ということもあり、最初は情報収集に苦心していたが、リーダー

とサブリーダーの的確な指示により、 徐々に状況をつかみ、 そ

の情報を共有することができた。 はじめはただどのように情報を

とり、 その情報をどうすればよいか迷っていたが、 ミーティング

を重ね、 現状分析を行うにつれ、 何が必要であるか、 足りない

物資はどのように確保すればよいか、 情報管理と資源管理が時

間がたつにつれ行えるようになった。 チームのメンバー 1 人 1 人

が個性があり、 その個性を十分に活かせる活動となった。 リー

ダーが決断を行い、 サブリーダーがそのサポートを行うことがで

きた。 他のメンバーも協力しながらの活動ができた。 夜は森の

中ということもあり、 野生動物の遠吠えも聞こえ少々不安であっ

たが無事に夜明けを迎え、 活動終了となった。 道中の安全管理

（道路状況、 コンボイ走行） もきちんと行え、 また連絡、 報告、

相談がうまくかみ合ったチームであった。

　グループ B は宮古医療圏に派遣となった。目的地は宮古
保健所である。宮古保健所到着後は、グループＡと宮古市
役所に派遣。そこからさらに医療圏内の大規模避難所となっ
ていた小堀内コミュニティセンターに派遣となった。
　活動拠点が屋外となるため、テントの設営作業等も発生
する。
　宮古保健所、宮古市役所と連携し、避難所の状況をアセ
スメント。加えて衛生状況や衛生資材の不足などの確認を
定期的に行い、感染症予防や薬品などの不足状況を発信し、
調整することが求められる。多岐にわたる避難者からのニー
ズに、可能な限り答えることも重要なミッションとなる。

コントローラー 所属 担当

馬渡 博志 熊本大学病院 Ｂグループ

羽田 達矢 独立行政法人国際協力機構（JICA） Ｂグループ

橘 岳志 大阪府済生会千里病院 Ｂグループ

大山 凌治 国立健康危機管理研究機構 危機管理 ･ 運営局　DMAT 事務局 Ｂグループ

林 洋克 済生会宇都宮病院 小堀内コミュニティ 
センター避難所

増留 流輝 国立健康危機管理研究機構 危機管理 ･ 運営局　DMAT 事務局 小堀内コミュニティ 
センター避難所

メンバー 所属 職種

青木 妃奈香 日本赤十字社医療センター 臨床検査技師

高橋 忍 至誠会第二病院 管理栄養士

千葉 隆文 医療法人社団東光会 戸田中央総合病院 看 護 師

奴田原 脩一 地方独立行政法人 山口県立こころの医療センター 作業療法士

服部 純尚 国立病院機構埼玉病院 医 師

三上 智子 済生会横浜市東部病院 看 護 師

Group BGroup B　　宮古医療圏　宮古医療圏　小堀内コミュニティセンター小堀内コミュニティセンター

コントローラーからのコメントコントローラーからのコメント

※クロノロジーはレイアウトや表記方法を統一するために一部編集をしていますが、 誤字 ・ 脱字等についてはあえてそのままの表記にしています。

https://youtu.be/O6CT1CL4XbQ
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_chronology-B.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_report-B.pdf
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報告会資料報告会資料

メンバー 所属 職種

金井 滉己 国立健康危機管理研究機構 危機管理 ･ 運営局　DMAT 事務局 救急救命士

近藤 徹 長崎県五島振興局（五島保健所） 医 師

髙橋 大作 杏林大学医学部付属杉並病院 看 護 師

原 郁美 医療法人社団武蔵会 TMG あさか医療センター 看 護 師

松崎 佳小里 一般社団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院 看 護 師

山本 謙治 社会福祉法人鎌倉市社会福祉協議会 事 務 職

コントローラー 所属 担当

寺澤 ゆかり 京都第一赤十字病院 C グ ル ー プ

大塚 修宏 流山市消防本部 C グ ル ー プ

佐久間 惟代 福島赤十字病院 C グ ル ー プ

木村 磨功 国立健康危機管理研究機構 危機管理 ･ 運営局　DMAT 事務局 C グ ル ー プ

奥野 史寛 埼玉県済生会加須病院 宮 古 保 健 所

▶ 報告会スライド (PDF) ▶ クロノロジー (PDF) ▶ 報告会動画 (Youtube)

C 班は全体を通して、 静かで大人しいチームであったが、 リー

ダー中心にミーティングを行い、 終始、 穏やかな雰囲気で活動

ができていた。 

宮古への移動中、 無線や移動ルートでトラブルが発生したが、

休憩場所でのミーティングで、 適宜、 修正を行い対処していた。 

宮古保健所で本部活動を行ったが、 コントローラーからの声か

けもあったが、 役割分担に沿った活動に従事し、 適宜、 役割を

越えて活動を行いチームワークの良さが感じられた。 衛星設置

には向いていない立地の為、 通信確立まで時間を要したが、 諦

めず対処できており、 不明な点はコントローラーに質問して、 積

極的に問題解決に取り組んでいた。 

保健医療福祉調整会議の流れがイメージしにくく戸惑っているよ

うであったが、 多機関連携の重要性は感じてもらうことが出来

たと思う。 

それぞれが、 研修での学びを積極的に実践で生かそうと努力す

る面が見られたのが印象的であり、 今後も研修 ・ 訓練等への

継続な参加で災害時の大きな力になることを期待する。

　グループＣは宮古医療圏に派遣となった。目的地は宮古
保健所である。岩手医科大学からは東方向に直線距離で約
70 ｋｍの行程となるが、高速道路は無く北上山地の峠道を
通るルートを選択することになる。到着後は、引き続き宮
古保健所での本部活動を行うこととなった。
　宮古保健所のミッションは、宮古市周辺市町村の被害状況
や、避難所情報および関連機関（自衛隊・消防・警察・海保等）
の活動状況の把握に努めるとともに、医療機関の被災状況、
傷病者の発生状況、ライフライン・医薬品の情報を収集し、
宮古医療圏全体のコントロールを行うことである。

Group CGroup C　　宮古医療圏　宮古保健所宮古医療圏　宮古保健所

コントローラーからのコメントコントローラーからのコメント

※クロノロジーはレイアウトや表記方法を統一するために一部編集をしていますが、 誤字 ・ 脱字等についてはあえてそのままの表記にしています。

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_report-C.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_chronology-C.pdf
https://youtu.be/-AKfl9v2Ar0
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釜石保健所チームは、 保健所および各拠点から寄せられる課

題に対し、 自らのリソースと地域の状況を的確に分析 ・ 評価し、

現実的かつ実行可能な対応策を導き出す力を示した。 メンバー

間の協働意識が高く、 情報共有が円滑で、 相互に補い合いな

がら行動できていた点が印象的である。 リーダーに業務が集中

する局面も見られたが、 その課題を共有し、 改善に向けて主体

的に動く姿勢が確認された。通信環境が不安定な場面では、メー

ル等を併用して情報を補完し、 的確な判断と伝達を維持してい

た。 特に、 活動地域に入る前に地域情報を整理し、 活動を想

定するという準備を行っていた点は、 これまで担当したグループ

にはあまり見られなかった取り組みであり、 特に印象深かった。

このような主体的な準備によって、 現地活動がより円滑かつ効

果的に進められていたように感じた。 安全管理への意識も終始

高く、 状況に応じた柔軟性と安定感を併せ持つチームであり、

総じてバランスの取れた活動が展開されていたと評価する。

▶ 報告会スライド (PDF) ▶ クロノロジー (PDF) ▶ 報告会動画 (Youtube)

　グループ D は釜石医療圏に派遣となった。目的地は釜石
保健所である。岩手医科大学からは南東方向に約 9 ０ｋｍ
の行程となるが、高速道路が一部使用できないため、北上
山地の峠道を通過し遠野市を経由したルートとなる。到着
後は、引き続き釜石保健所での本部活動を行うこととなっ
た。
　釜石保健所のミッションは、釜石市周辺市町村の被害状況
や、避難所情報および関連機関（自衛隊・消防・警察・海保等）
の活動状況の把握に努めるとともに、医療機関の被災状況、
傷病者の発生状況、ライフライン・医薬品の情報を収集し、
宮古医療圏全体のコントロールを行うことである。

メンバー 所属 職種

飯塚 建斗 日本赤十字社 事 務 職

大北 真哉 四国こどもとおとなの医療センター 医 師

小賀坂 奈美 一般財団法人脳神経疾患研究所附属 総合南東北病院 看 護 師

佐藤 航 地方独立行政法人 新小山市民病院 臨床工学技士

澤舘 史晃 岩手医科大学附属病院 看 護 師

西本 章吾 社会福祉法人恩賜財団済生会 本部事務局 事 務 職

三神 憲一 学校法人青山学院 青山学院大学 教 員

コントローラー 所属 担当

菊田 智子 独立行政法人国際協力機構（JICA) D グ ル ー プ

久保 芳宏 日本赤十字社福島県支部 D グ ル ー プ

篠原 功 山口県立こころの医療センター D グ ル ー プ

高桑 大介 釜 石 保 健 所

Group DGroup D　　釜石医療圏　釜石保健所釜石医療圏　釜石保健所

報告会資料報告会資料

コントローラーからのコメントコントローラーからのコメント

※クロノロジーはレイアウトや表記方法を統一するために一部編集をしていますが、 誤字 ・ 脱字等についてはあえてそのままの表記にしています。

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_report-D.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_chronology-D.pdf
https://youtu.be/tDF7fgkKZU4
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　災害派遣の経験者が少なかったので、 少々不安を感じる場面

がありましたが、 その分伸びしろたっぷりのチームでした。 リー

ダーを中心に小まめにミーティングを行いながら情報共有と都度

役割分担を考えるチームワークが印象的でした。 とはいえ、 リー

ダーが自ら動くとチーム全体が回らない、 という状況に陥った場

面もあり、 リーダーに考える時間を与えるにはどのような役割分

担にするべきか、 ということを考える機会になったのではと思い

ます。

　優先順位のつけ方、 役割分担、 情報整理や通信環境を安定

さ せる難しさなど、 メンバーそれぞれが実践訓練ならではの課

題を感じながらも、 各自が専門性を活かしつつも役割として与

えられた業務に確実に対応し、 クオリティの高い取り組みができ

ていました。得意分野を担当することはもちろん良いことですが、

研修の場なので、 これまでやったことのない業務にチャレンジす

る姿勢があると、 より学びが広がったのではと思います。

▶ 報告会スライド (PDF) ▶ クロノロジー (PDF) ▶ 報告会動画 (Youtube)

 　グループＥは釜石医療圏に派遣となった。目的地は釜石
保健所である。釜石保健所到着後は、グループＣと大槌町
役場に派遣となり、引き続き大槌町役場で活動することと
なった。
　大槌町役場でのミッションは、釜石保健所と連携しなが
ら、行政とともに大槌町の被害状況や、大槌高校避難所を
含む町内の避難所情報および関連機関（自衛隊・消防・警察・
海保等）の活動状況の把握に努めるとともに、医療機関の
被災状況、傷病者の発生状況、ライフライン・医薬品の情
報を収集し、大槌町内の医療・保健福祉体制のコントロー
ルを行うことである。

メンバー 所属 職種

佐々木 啓介 日本赤十字社 事 務 職

藤田 楓 芝浦工科大学 大学院生

堀江 斗士輝 東名厚木病院 看 護 師

松森 拓也 盛岡市立病院 看 護 師

三上 昌章 千葉県総合救急災害医療センター 臨床検査技師

吉田 伊織 やよいがおか鹿毛病院 理学療法士

コントローラー 所属 担当

濱田 真里 兵庫県栄養士会 E グループ
腹子 歩夢 一般財団法人脳神経疾患研究所附属 総合南東北病院 E グループ
下山 京一郎 医療法人社団武蔵会 TMG あさか医療センター E グループ
青木 正志 茨城県立中央病院 大槌町役場

Group EGroup E　　釜石医療圏　大槌町役場釜石医療圏　大槌町役場

報告会資料報告会資料

※クロノロジーはレイアウトや表記方法を統一するために一部編集をしていますが、 誤字 ・ 脱字等についてはあえてそのままの表記にしています。

コントローラーからのコメントコントローラーからのコメント

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_report-E.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_chronology-E.pdf
https://youtu.be/6_-w59ezsZQ
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　全体を統括するリーダー、 環境リーダーを兼ねたサブリーダー

を中心に、 「活動 ・ 拠点場所の立ち上げ」 と 「避難所支援体制

の整備」 を両面から進めることができた。 全容が見えないなか

で相当数の避難者とライフライン途絶という危機的状況、 どこか

ら着手し、 どう繋げるかを模索しながらも、 学校関係者や町役

場と連携し支援体制を構築し始めた点は大きな成果である。 メ

ンバーは自分の役割を理解し、 得意分野を活かしながら基盤を

整え、 時間の経過とともにチームワークが強化されていく様子が

印象的であった。 一方で、 「精度を求める上位本部」 と 「情報

やリソース不足で危機的な現場」 との間での支援調整の難しさ

にも直面した。 初動期にしばしば生じる課題であるが、 目の前

の状況を適切に評価し、 今後の方針を明確に示すことは現場の

みならず上位本部への有効なメッセージともなり得る。 現場で

捉えた 「状況」 と 「方針」 を適切に共有し、 より効果的な支援

へと繋げていくことを期待したい。

▶ 報告会スライド (PDF) ▶ クロノロジー (PDF) ▶ 報告会動画 (Youtube)

 　グループＦは釜石医療圏に派遣となった。目的地は釜石
保健所である。釜石保健所到着後は、グループＥと大槌町
役場に派遣となり、そこからさらに医療圏内の大規模避難
所となっていた岩手県立大槌高等学校に派遣となった。
　活動拠点が屋外となるため、テントの設営作業等も発生
する。
　釜石保健所、大槌町役場と連携し、避難所の状況をアセ
スメント。加えて衛生状況や衛生資材の不足などの確認を
定期的に行い、感染症予防や薬品などの不足状況を発信し、
調整することが求められる。多岐にわたる避難者からのニー
ズに、可能な限り答えることも重要なミッションとなる。

メンバー 所属 職種

大橋 寛司 神戸市西区役所玉津支所 行政職員

菊地 駿 東京都立多摩総合医療センター 救急救命士

小出 香織 栃内病院 看 護 師

坂本 貴弘 日本赤十字社茨城県支部 事 務 職

佐藤 陽介 東京医科大学病院 看 護 師

澤田 悠輔 群馬大学医学部附属病院 医 師

中村 匡秀 済生会松山病院 作業療法士

コントローラー 所属 担当

伊崎田 和歌 千葉県総合救急災害医療センター F グ ル ー プ

田之畑 李菜 宮崎大学医学部附属病院 F グ ル ー プ

藤井 貴文 北見赤十字病院 F グ ル ー プ

渡邉 暁洋 兵庫医科大学 大槌高校

三浦 有樹 福島赤十字病院 大槌高校

Group FGroup F　　釜石医療圏　大槌高等学校釜石医療圏　大槌高等学校

報告会資料報告会資料

※クロノロジーはレイアウトや表記方法を統一するために一部編集をしていますが、 誤字 ・ 脱字等についてはあえてそのままの表記にしています。

コントローラーからのコメントコントローラーからのコメント

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_report-F.pdf
https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_chronology-F.pdf
https://youtu.be/riN8y23JZTc
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実践研修調整本部実践研修調整本部

 　各拠点のコントローラーと連携し、実践研修が安全かつ円滑に
進行するよう、全体の運営・調整を行う。
　岩手医大参集本部、岩手県災害対策本部支援医療室（岩手県保
健医療調整本部）として、またその他の仮想相手役（岩手県庁、
消防、警察等）として受講者への情報提供や調整作業を行う役割
を担った。
　各車両に搭載された GPS 位置情報等を活用しながら、受講者の
行動を逐一把握し、研修の進行状況をマネージメント。研修全体
に関わるイベント（道路交通情報の提示や余震発生などの通知）や、
医療圏・グループ間の調整等を行い、想定シナリオが円滑に進行
するようにバックアップを行った。

コントローラー 所属 担当

眞瀬　智彦 岩手医科大学 調整本部

近藤　久禎 国立健康危機管理研究機構 危機管理 ･ 運営局　DMAT 事務局 調整本部

市原　正行 国立健康危機管理研究機構 危機管理 ･ 運営局　DMAT 事務局 調整本部

田代　雅実 福島県立医科大学 調整本部

倉橋　公恵 日本福祉大学 調整本部

藤原　弘之 岩手医科大学 調整本部

富永　綾 岩手医科大学 調整本部

金子　拓 岩手医科大学 調整本部

▶ クロノロジー (PDF)

　今回の訓練では、 GPS による移動経路のモニタリングを通じ

て、 各チームが想定されたシナリオに沿って円滑に進行している

ことが確認されました。 拠点到着後、 チームは速やかに参集拠

点本部へ到着を報告しました。

　現地で活動するチームは、 自治体での対応が難しいと判断し

た上で、 トイレ、 毛布、 食料といった物資支援を県災害対策本

部に要請しました。 これらの要望は根拠に基づいた適切な数量

であり、 各拠点で十分に吟味されたものと推察されます。

　衛星電話でのやり取りの際、 一時的に情報が錯綜する場面が

ありましたが、 Web 会議を緊急に設定することで、 問題を解決

することができました。 これは Starlink による通信の確立が、

混乱を速やかに収束させる上で大きな役割を果たしたと考えら

れます。

　また、 例年課題となる車両、 燃料、 人員に関する要望が今年

は一切ありませんでした。 これは、 現地でどのような議論があっ

たのか本部としては気になった点です。

https://www.iwate-med.ac.jp/saigai/training/logistics/report/11th_chronology-Headquarters.pdf
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被災地見学被災地見学
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藤原 ： それでは皆さん揃いましたので、 今から実践研修の討論

会を始めたいと思います。 改めまして研修実施会場である東日

本大震災 ・ 津波の被災地への派遣、 そして無事の帰還。 お疲

れ様でした。 細かな課題やトラブルについて伺っておりますけど

も、 研修運営上の大きなトラブルは無かったと聞いておりますの

で、 主催者側としては安堵しております。 心地良い疲れと充実

感に満たされていると思いますが、 最後に 1 時間程度、 報告会

の内容を踏まえた討論会という形で締めたいと思います。

討論会の段取りを説明させていただきます。 各グループから 1

名ずつパネラーとしてご登壇いただきますが、 その方だけではな

くグループ内の皆さんにも随時ご参加 ・ ご発言いただきながら

議論を深めていただく。 その様なやり方で進めていきたいと思

います。

それでは、 早速ですが今回の研修の指揮系統図としてはこのよ

うな体制で実施しました。 参集拠点である岩手医科大学災害時

地域医療支援教育センターを出るまでは、 どこの医療圏のどこ

の保健所に行く…という所までは決まっていたのですけれど、 そ

こから先の派遣場所は未定という中で、 それぞれがその状況に

合わせて展開していったという形でございまして、 細かく説明は

申し上げませんが、 獲得目標に沿ってというのを意識して研修

を進めていただいたという形になります。

ここからは討論会をテーマに沿って進めて参りたいと思います。

討論会の司会を運営委員長の眞瀬先生、 同じく委員の近藤先

生、 それから本部のプレーヤーを担当した柴田さんにお願いし

ております。 ここからは眞瀬先生に進行をお願いしたいと思いま

す。 よろしくお願いします。

眞瀬 ： 岩手医大の眞瀬です。 お疲れ様でした。 時間があまりな

いのですが、 実践研修のディスカッションを始めさせていただき

たいと思います。 獲得目標として項目が１、 ２、 ３、 ４とあります

が、CSCAに沿って少し順番を変えていきたいと思います。Ｃ【コ

マンド＆コントロール】 獲得目標の、 項目２ 『各拠点での本部

立ち上げと本部内におけるロジスティックの役割を理解する』 に

ついて、 討論を始めたいと思います。 それはパネラーの方ご登

壇ください。

それではディスカッションを始めていきたいと思います。 いくつ

かのポイントがあったと思いますが、 まず各拠点のカウンター

パートとのコミュニケーションという事で、 今回は実際の保健所

職員の方にご協力いただいたのですが、 そこのあたりのお話を

お聞かせいただけると嬉しいです。 いかがでしょうか？

Ａグループ （鈴木）：宮古市役所で活動しましたＡグループです。

最初に市役所の方から災害の状況についての情報を直接もらい

ました。 他機関との連携という意味では、 研修の途中でたびた

び宮古保健所の方から一生懸命アセスメントした資料をご提示

いただきました。 といっても、 情報を直接もらってしまっている

という状況が結構あり、 反省点として挙げたのですが、 そもそ

も最初にちゃんと情報の取り方を確立して、 こちらから積極的に

情報を取りに行くということをしないとダメなのだと思いました。

眞瀬 ： それでは、 釜石保健所はＤグループ。 お願いします。

Ｄグループ （澤舘） ： 釜石保健所に入りまして、 釜石保健所の

担当の方にまずコンタクトを取って、 まずはそこから連携を始め

る…というような形で進めました。

実践研修報告会ディスカッション要約実践研修報告会ディスカッション要約
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眞瀬 ： こちらから事前に研修先の施設職員の方にお願いしてい

たのは、 我々の訓練に施設側も一緒に訓練するというスタンス

で参加してもらえたら嬉しいですという事です。 一応お話はして

いたのですが、 そちらはやっぱり平時の仕事があると思います

ので、 なかなか全面的に協力いただくというのは難しかったかも

しれません。

D グループ （澤舘） : お忙しい中、 カンファレンスには参加して

いただきました。

眞瀬先生 ： ありがとうございます。

指揮系統図では真ん中の２層目に当たるのですが、 結構上と下

とのやり取りというのが大変だったと思うのですが、 大槌町役場

の E グループはどうでしたでしょうか？上と下とのコミュニケー

ションという意味では。

E グループ （藤田） : コミュニケーションというところでは、 上か

らの釜石保健所からの連絡を受けるのはそれほど問題無かった

のですが、 下になる大槌高校との連絡が難しくて…。 大槌高校

のＦグループから見ると、上位の私達大槌町役場のＥグループが

情報や資器材の状況等をすべて把握しているように見えていて、

本当は情報が欲しいとお願いをしているのですが、 その情報は

全部私達Ｅグループが把握している状態にもかかわらず私が依

頼しているようになってしまったところが連絡をする上で難しかっ

たです。

眞瀬 ： 受ける側の大槌高校いかがでしたか。

F グループ （澤田） : コミュニケーションについて、 衛星電話と

かメールとか、 コミュニケーションツールについては特に問題な

かったのですが、 僕らも状況が全部見えていない中で、 より精

度の高い情報を要求されてしまうわけです。 そもそも精度の高

い情報をその時点では提供できる状況ではないという事をご理

解いただくことが難しかったです。

眞瀬 ： 欲しい情報と与えることのできる情報の相違があったの

かな？という風に思います。

衛星通信についてなのですが、今回、結構雨が降っていたので、

衛星を立ち上げる上で何か工夫されたことはありますか？

F グループ （澤田） ： 大槌高校避難所だと、 最初雨がかなりひ

どかったので一度体育館の中で試したのですがうまく出来なく

て、 軒下の所にビニールなど被せて設置し、 取りあえず通信を

確保しました。 その後テントを立てて、 改めて衛星電話を立て

直しました。 最初通信を確保するのが結構大変で、 どうしよう

かなと思ったのですが、 コントローラーの方から 『早々に通信を

確保しておかないと、 何か起こったら通信できなくなりますよ』

と言われたので、 雨が降っていたのですが、 何とか通信を確保

することができました。

眞瀬：宮古保健所は、C グループ。活動場所は２階ですよね。あ、

それは釜石か。

D グループ （澤舘） ： ２階の会議室を本部として使わせていた

だきまして、 スターリンクは１階駐車場に設置して、 衛星電話は

２階会議室のちょうど南を向いている窓に設置したのですが、 な

かなか他のチームと連絡が取れず、 特に派遣した大槌のチーム

とも連絡が取れず、 すごく心配でした。

眞瀬 ： はい、 ありがとうございます。 スターリンクは、 武器とす

れば結構よい武器となります。 今後スタンダードになってくると

思われますので、 これを上手く使えるようになることが大事かな

と思います。

後は、 情報そのものの集約を本部で出来たか？という事なので

すが、 多分、 避難所の情報集約をするのに D24 Ｈを活用され

ている方がいたようなのですが、 それを上手く活用できたでしょ

うか？ D24H については、 参加者の認識はあまりなかったと思

いますが。

Ｅグループ （藤田） ： そうですね。 私自身は D24H の経験があ

るのですが、 研修の中で D24H を導入するということを提案で

きなかったですね。 それは県の意向とか、 保健所の意向、 市町

村の意向を、 という所に入り込む。 私もその業務についてロー

ルとしては見えたのですが、 今回の役割として、 ロジとして使う

ところまではいけませんでした。

眞瀬 ： D24H を知っているという方、 手を挙げて。 これはどう

いう機能を持って、どういう情報を共有するツールになりますか。

簡単にご紹介いただければ。

E グループ （藤田） : そうですね、 D24H に関しては様々なス

テークホルダーの方が災害に関わっている中で、 情報が分裂し

ているっていうのがあると思います。 例えば危機管理の情報を

保健所サイドから取りに行くのが難しく、 そういう所で情報をフ

ラットに集約して必要な情報として可視化するという所を D24H

で行っています。 その中でもｄ - サーベイという調査ツールが

メインとして有名で、 保健所現状報告システム、 保健所の情報

を取得し集約するものとか、 あとは避難所のラピッドアセスメン
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トシートを取得してその情報を使って調査をするというツールが

あって、 これが D24H というツールになります。

眞瀬 ： 今後も普及してくるツールじゃないかなと思いますので、

皆さんも理解を深めていただけたら良いと思います。 それから、

広島大学から参加された方。 皆さんＪ -Speed を知っています

か？

A グループ （永田） ： ありがとうございます。

眞瀬 ： J-Speed。 きれいに表にまとめられていましたが、 そこ

らは問題なく？

A グループ （永田） ： はい。 自分も能登半島地震では

J-Speed 班に入らせていただいて、 その場所でどういった状

態の患者さんがいるか？というのを可視化して本部に報告して

いたので、 今回は避難所の情報として上がってきたものを可視

化して、 どこを優先的に対処するべきなのか？というのをリー

ダーに提案させていただきました。

眞瀬先生 ： ありがとうございます。 避難所の情報をきちっと集

めるのが重要となってきますので、 使えるようになってもらいた

いです。 新しい EMIS にもちゃんと入っています。 使えるよう

にしていただけたらと思います。

何かここの部分でご意見や質問あれば、 コントローラーの方も

含めていかがでしょうか。

Ctrl 小澤 ： A 班でコントローラーをさせていただきました愛知

医大の小澤です。

各拠点のカウンターパートとのコミュニケーションということで

ディスカッションされておりましたが、 Ａグループに関しては、 最

初カウンターパートといっても、 どこの誰と？どういった事を聞く

の？と全く解らなかったと。 じゃあここで何をするのか？となりま

したので、 実際に市役所の健康支援課長さんともお話して、 宮

古市の災害体制や宮古市では医療と福祉がどういう事をやって

いるのかについて、 ミニレクチャーをしてもらいました。

今後こういった市役所で活動する場合ですと、 立ち位置を明確

にするためにも、少なくとも市町村の地域防災計画とか、そういっ

た物を事前に資料として配布していただければ、 今後カウンター

パートと情報交換とかがやりやすくなるのではないかなと思いま

した。

眞瀬 ： ありがとうございます。

近藤 ： ２つあります。 先程気になったのが、 情報を集めるので

はないのですよ。 情報を収集するのではなくて共有するものだ

という考え方があって、 例えばＡという所にいたならば、 Ｂの人

達が自分達でどういう情報をまとめているかという事を共有して

もらえばいい。 つまりＢの現状分析と更新をＡの人達は把握で

きるし、 A の人達の現状分析と更新をしっかりＢの人たちも把握

するし、 Ｃの人達も把握すればいい。 Ｃに把握する現状分析の

方針が立っているのであれば、 その逆を埋めてあげればいいわ

けです。 Ａはこの情報が欲しいから自分たちで分析するために

Ｂに情報を要求するというのは大概間違いを起こすことがあると

いう事を理解してください。

あと全体の話になりますけど、 本部を運営している人たちがどう

いうことを考えて活動しているかというと、 やらなければいけな

いことは、 被災した病院や施設、 そして被災地域に住んでいる

方々に医療が提供できていない状況であるときに、 なにがどう

いう状況で壊れているのかについて現状分析してニーズを把握

する。 その情報を元に適材適所に人を派遣したり資源や医療物

資を搬送したりする。 今回の研修では主に被災地域の支援に対

して、 人や物資を送るというようなことをやっていただいたと思

います。 本部と言うのはこの６つの機能の中に集約していく必要

があると考えていまして、 その６つの機能ごとに現状分析し課題

抽出し、 それを本部長が集約していくというのが今の形となりま

す。

昔はこういった本部を作るときに、 DMAT のシマ、 DPAT の

シマ、JRAT のシマのように組織ごとに形で運用していましたが、

そういう形では良くないだろうと。 やはり同じような情報処理を

ダブってやってしまう。
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それぞれ人を動かすところ、 物を動かすところ、 あるいはそれ

ぞれのニーズについて詳しいところについては、 6 つの機能の

それぞれのシマに入りながら活動していくというのが近年の形に

なっています。

今回も本部間の同じような機能をしている人達が、 今回の研修

でも沢山色々な団体から来ていると思います。 それぞれ被災地

域でバラバラに情報を吸い上げたり人を送り込んだりして分析し

てしまいます。 なので、 そのような形であれば、 この６つの機能

のシマ同士で、 例えば担当同士で上下間の情報共有をしていく

という形があっても良いのではないかと思います。

眞瀬先生 ： はい、 ありがとうございます。

今の本部のあり方、 保健医療福祉調整本部ですね。 このような

感じで運営しているというお話をいただきました。 何か質問あり

ますか？

A グループ （鈴木） :D24H とか J-SPEED に議論が出たの

で、 今後どのような運用になっていくのか教えていただきたいの

ですけど、 今回の想定では断水しているし停電状態になってい

る。 避難所のアセスメントシートでは自家発電はあります、 水あ

りますという設定になっていて、 要は明らかに文脈に合わない

避難所設定となっていて、 つまりそれは情報の精度 ・ 確度につ

いて、 入力した時にどの程度の信用性があるのか？という事に

なります。 D24 Ｈとかそういったツールに入力された時に、 これ

は明らかにおかしな値が入力されているというような場合、 自動

的に判別してくれるような機能を今後追加していくなどの方針は

あるのですか？

眞瀬先生 ： 多分ちょっと答えが難しいです。

Ctrl 高桑 ： 元 DHEAT 事務局の高桑と申します。 藤田さんと

は一緒に保健所のアセスメントでお仕事させていただいておりま

した。 D24H というよりも皆さん芝浦工大の市川先生の方が良

く分かるかなという風に思いますが、 市川先生のすぐ下で、 い

ろいろ開発していただいているのが藤田さんです。 保健所のシ

ステムとか東北大学でいろいろ石井先生が開発したりしていま

す。 今、 研究段階だったものが、 ようやく国の予算がついて、

J-Speed もそうだと思いますが、 これを使ってやりましょうとい

うことで、 ようやく実用段階になったという所です。 このところＡ

Ｉとかいろいろと新しい技術が出てきていますので、 何百カ所も

ある避難所が赤とか黄色とか青とか言われても中々情報処理が

大変ですから、 今後はおそらく AI 等の技術を使って、 どこに

何が足りないのか、 何をどのように優先すべきか、 そういったと

ころまで恐らく研究も含めて機能が追加されていくのではないか

なと思うので、 藤田さん一言お願いします

E グループ （藤田） ： 情報リテラシーが強いと、 私たちはシステ

ム屋さんとして情報に関わらせていただけると思っているので、

今後 AI とかエラー検知とかを入力時点で検知するとか、 見る

側に対しても情報を見てニーズを拾う側の支援という点は広げ

ていきたいと考えています。

Ctrl 高桑 ： まだまだこれから発展していくシステムになるかと思

います。 先生、 ぜひご期待下さい。 よろしくお願いします。 あり

がとうございました。

眞瀬 ： CSCA の S セーフティ。 項目４番目の安全管理につい

て討論したいと思います。

雨という気象条件だったことと、 移動の際にナビが上手く使えな

かった、 ナビが変なルートを示したというような事が報告されて

いましたが、 実際にだいぶ細い道を通られたりしましたか？

D グループ （澤舘） ： このようなリアリティのある研修でしか学

ぶことが出来ない経験が得られたのですが、 実際に災害が起

こったらこうなるだろうという想像しながら研修できました。 トラ

ブルとかは無かったのですけど、 想像しながらできたので学び

が深まったと思います。

眞瀬先生 ： 大友さんどうですか。 ナビの使い方とか、 地図の使

い方とか、 ルートを設定するにあたり何かコメントいただけたら。

Ctrl 大友 ： 研修拠点担当のコントローラーでしたので、 正直、

活動している皆さんの後ろからは見ていないのですが、 まあ問

題なく目標の施設まで到達していましたし、 到着報告の中で、

道中の研修想定では特に設定されていないはずですが、 『あそ

このガソリンスタンドが生きている』 とチェックして、 EMIS に情

報を流したグループもあったようです。 この研修に来ている人達

は、 そういう意識もあって経験値が高いのかな？とすごく感じま

した。

ただ、 安全に関しては、 安全確保のためであれば危険な所に

近寄らなければ良いのですけれど、 災害支援なので危険な所に

入っていくわけですから、 近寄らない方がいい所にも近寄って

いくのが災害の救援だと思うので、 今回研修に参加している人

達みたいに、 常々そういう学習なり、 その安全に対する意識を



持っているっていうのが、 先程のワンシーンにも表れていたと思

います。 そういった事を忘れないようにしたい。 わざわざ危険

度が高い所に入らなきゃいけないのだから、 よくよく注意しなけ

ればならないのだという意識を持っていただければと思っていま

す。

近藤 ： 道路上の安全でやっぱり一番やってはいけないのは、 災

害時にナビの情報を妄信して進むということです。 ちゃんと通れ

る道というのは、 事前に情報があがってきますので、 それとナ

ビの情報と合わせてルート検討するべきです。 安全管理もしな

いでナビの情報だけで災害時に被災地に入るとい感覚はナンセ

ンスです。 ナビの情報は参考として使うのはいいと思うのです。

但し災害時は平時と違ってナビは正常に動かない、 ナビがちゃ

んと今通行可能な道を提示してくれるのか？という事を確認で

きていないので。 なので、 ナビの指示が違ったとか、 そういう

話になっちゃうのですけどね。 ナビの情報を全面的に頼っちゃう

という事態は一番避けなければならないと思います。 ちゃんと地

図を理解して、 その地図通りに自分が思っているところに向かっ

ているのか。 そういう時にナビが参考になるのであれば、 その

情報を参考にすれば良いし、 それくらいの気持ちでやらないと

災害時は道中の安全確保はできないと思います。

眞瀬 ： ありがとうございます。

Ctrl 大友 ： １点だけ、 近藤先生ご指摘に加えまして… 【ナビに

頼れない】 というようなご指摘がありましたけれども、 実際の災

害の時、 自分が向かおうとしている先から来ている車がありま

す。 道の駅で休憩している時に、 被災地方面から来た車がいた

ら、 その先の状況を聞くことが出来ます。 実際災害の時は、 対

向車が来て、 その車が止まっているような所があれば、 是非そ

ういった機会を利用して、 道路状況について直前にそこを通っ

てきた人の方が詳しい場合もありますので、 そのあたりのことも

機転を利かせてやっていただければいいと思います。

近藤 ： 安全管理の件ですね。 今回、 熊の問題がありました。

眞瀬先生と釜石のとある病院に向かったときに、 目の前に鹿が

いましたし。 災害時に活動する上で、 安全上のリスクとして今ま

ではあまり考えていませんでしたが、 近年、 動物によるリスクも

考慮する必要があると思いました。

眞瀬先生：ありがとうございます。 それでは CSCA のＣのコミュ

ニケーションについて討論をしていきたいと思います。 項目３の

『組織間の連携について理解する』 についてです。

この研修会、 一つの組織だけではなくいろいろな組織の人が集

まってグループを作っている訳ですが、 比較的多職種が集まっ

ていた B グループはどうでしたか。 連携について学ぶことはあ

りましたか。

B グループ （服部） ： Ｂグループはいろいろな職種の人がいて、

だいぶキャラも違う人が集まっていましたが、 結果的にお互いの

良いところを引き出し合えたかなと思います。 各自、 具体的に

何がどこまでか？と特に確認はしていなかったのですが、 昨日

の配置を含めてメンバーの動きが目に見えて良くなってきたこと

は、自分としては実感しましたので、それぞれ感じるところがあっ

て、 成長したのだろうなと思っております。

眞瀬 ： ありがとうございます。 NGO や NPO から参加されて

いる方も何人かおられたのですが、 自分の団体とはちょっと違う

な？とか、 こういう風にした方が良いのではないか？と感じられ

ている所があれば少しコメントをいただきたんですが。 HuMA

の C グループ高橋さん。

C グループ （髙橋） ： NGO に関しては J-Speed を集中して使

い始めたところがあったので、 そういう所の流れはロジスティク

ス研修を通じて共有できるのかなと思っています。

眞瀬 ： 近藤先生、 このあたりの連携についてコメントをいただけ

れば。 お願いします。

近藤 ： 今回の研修でもいろいろなチームからメンバーが来てい

ると思うのですね。 それぞれの団体がそれぞれのシマを作るイ

メージがあったと思うのですが、 やはり先ほどお示ししたスライ

ドのように一番左側にある病院・施設・被災地域の住民の方々。

被災地内で医療や福祉を支えている人達を僕らが支えるという
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構図が基本になっていて、 それに対して支援を取りまとめるの

は、 それぞれの行政の保健医療福祉調整本部であり、 保健医

療福祉調整本部を直接支えるのが DHEAT だったり、 最近名

称変更しましたが、 DMAT のコーディネートチームだったりとい

うことです。 発災当初はまずは DMAT が被災地に入って支援

を始めますが、 その後病院や施設や地域の保健医療福祉を支

えるさまざまなチームが被災地に支援に入ってきて、 DMAT か

ら業務を引き継いでいく。 それは例えば災害支援ナースであっ

たり、 DWAT、 JMAT であったりするのですが、 皆さんはこれ

らのチームのまとめ役になるように期待されています。 全体のマ

ネジメントの方は DMAT コーディネーションチームが行うとして

も、 調整を受けた後に、 それぞれの自分の所属するチームの中

でまとめていただく役割を、 皆さんには期待しています。

眞瀬 ： 多職種間で連携、 組織間で連携しながら災害対応をし

ていくとことについて、 近藤先生からご説明いただきました。

次は、 その他の部分として、 活動目標の所にはないのですが、

例えばマスコミの対応という事で報告されたチームがあるのです

けど、 どのように対応されましたか？

F グループ （澤田） ： 岩手めんこいテレビのスタッフが来て取材

させて欲しい、 避難所の様子を見させて欲しいという要望があ

りましたが、 一般論としてプライバシーの問題があって難だろう

と断ったのですが、 それは DMAT に取材させてほしいと要望

されましたので、 上位本部に確認させて欲しいとお答えしました。

そしたらその後に、 そのテレビ局のスタッフが来て 『ちょっと見

てください。 他の局が様子を放送していますよ。』 となって、 確

認したら避難している方が写真を撮ってテレビ局に提供したとい

うことでした。 もしかしたら避難所の方が取材を受けるのは、 避

難所のリーダーの方が取り纏められたりするのかもしれません

が、 今回はこのような事例がありました。

Ｂグループ （服部） ： 同じくテレビの取材が入りまして、 DMAT

の活動の様子を撮りたい、 避難所の取材をしたいという要望が

ありました。 避難所に関しては、 避難所の責任者に許可を取っ

て下さい。 我々の方に関しては、 外から撮る分には別に構いま

せんがクロノロなどが絶対映り込まないように、 個人情報入らな

い状態でしたら構いません。 それ以上のことであれば上位本部

に確認します…というような形で取材は受けさせていただきまし

た。

眞瀬 ： インストラクターの方で何かコメントありますか？

Ctrl 高桑 ： 藤原さんの方から SNS にアップに関しての依頼事

項がありまして、 これは報告的で良いなと思ったのですが、 実

はＡグループが昼飯を食べた時に食堂のところに 【ライブ配信

はおやめください】 と書いてありました。 恐らくこれから災害が

あると YouTube のライブ配信とかがあっちこっちで行なわれる

可能性があるなと思いました。 今後、 実災害ではマスコミに関

してはある程度規制は出来ると思うのですが、 勝手にライブ配

信をする輩が出てくるのではないかなと思っています。 我々保

健医療福祉関係者としても、 どういった規制をかけるべきか事

前にきちんと決めておかないと、 勝手にいろいろなことをやって

しまう恐れがあるなと感じました。

眞瀬 ： そうですよね。 ライブ配信の可能性は高くなってくると思

います。 自分だけであれば良いのですが、 周りの方も巻き込む

となると、 問題が大きくなる可能性が高くなると思いますので、

避難所の中で自治を作っていく事はすごく重要になると思いま

す。 その中で、 マスコミ対応をどうしていくかという点も、 避

難をしている方々の中できちんと決めていくということも重要に

なってくると思います。

それから通常のマスコミについては、 彼らも情報が欲しいと思

いますので、 避難所の代表の方を含めた記者会見など、 毎日

何時に何か答えることがあれば答え、 コメントが欲しければ要

望するという風にして、 避難所の中には直接入れないようにし、

何処かにそういう場を作ってマスコミに対して発信していく…な

どの対応が必要になっているのかなと思います。 ご意見のある

方お願いします。

Ctrl 青木 ： どうもお疲れ様でした。 皆さんマスコミ対応ってど

うでした？マスコミに対してネガティブなイメージをお持ちなのか

な？とも感じましたが、 マスコミを上手く味方に付ける事も必要

なのかなと思います。 取材を断り無碍に扱うと、 マスコミって結

構出てくる文章が変わってくる場合がありますので、 しっかりマ

スコミを上手く使っていくということも大事かなと思います。 我々

が持ってない情報を持っていたりすることもありますし、 上手く

付き合っていくと良いかもしれません。 ただし、 雑談程度に話し

た内容がいきなり記事になったりする場合もありますので。 雑談

だからといって、 ざっくばらんに意見を言うのも注意が必要な場

合もありますが、 その辺ご配慮いただければと思います。

眞瀬 ： 例えば 『毛布が足りない』 とテレビで言うと、 すごい量

の毛布が来ます。 そういった点では上手く使っていただけたら
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良いと思います。

それから本部活動をする上で、 資源が無いという情報が下位本

部から上がってきて…というケースがあったかと思います。 資源

を確保する場合、 あまり状況を考慮せずに、 要望されたらすぐ

に上位本部に情報を上げてしまうのではなく、 その地域にどの

程度の資源があるかどうかを確認し、 どうしても足りないのであ

れば上位本部に要望をするということが重要となりますが、 そこ

の調整は各グループ上手くいきましたか。

A グループ （鈴木） ： 宮古市役所です。 物資の件に関しては、

現場からの要望をすごく頂戴しました。 危機迫る要望を頂戴し

て、 もうどうにかしなければならないということで、 具体的な例

を挙げますと、 仕切りのできるプライベートを確保できる物が欲

しいので、 仕切り付きの段ボールベットを 500 個用意して欲し

いという強いご要望でした。 でも 500 個って本当に置けるの

かどうか、 まずは吟味して欲しいですとお返ししました。 もとも

とこの物品に関しては用意がないと確認できていましたので、 こ

の件については上位本部に要望として上げさせてもらいました。

物資というのは依頼してもその場ですぐにポンと出てくるもので

はないので、 現場で対応できるものについては、 ある程度、 我

慢じゃないですけどできる範囲で対応いただく。 あとは周辺の

避難情報が集まってくれば、 キャパシティを超えている所に対し

て、 近隣でこの辺りの避難所が空いていますよというようなご案

内も出来るかな？と思いました。 市役所としてはそのような周囲

の避難所の情報も併せて精査させてもらっていました。

眞瀬 ： ありがとうございます。 釜石保健所はどうですか。

D グループ （澤舘） ： かなり資源が限られた中では、 下位本部

から情報を上げていただいて、 いくら何々が欲しいです…と言っ

ても、 そこはその根拠を求められる訳ですが、 今回大槌に行っ

てくれたチームは、 その根拠を持って何が良いですっていうこと

をしっかりと伝えてくれたので、 私達としても上位本部に報告す

る時に、 こういう理由で何が欲しいですと伝えられることができ

ました。 ロジ力がすごく高いグループだなと感じていました。

眞瀬先生 ： ありがとうございます。 このあたり、 何かコメントあ

りますでしょうか。

Ctrl 柴田 ： 本部で物資支援をさせていただきました柴田です。

皆様から上げられて来た情報は、 こちらでクロノロ等でも確認

させていただき物資支援班で対応するという形をとっていました

が、 当然、 避難所等の設置主体である市町村に備蓄がないの

かどうか？というのをまず確認させていただくことと、 合わせて

そこに欲しいと言っている物が、 何かしらの根拠があるのかを

確認させていただきました。 D グループの要望については、 そ

こに避難者が大体このくらいの人数いるので、 一人当たりこれく

らいは必要だから…などという根拠もあって回答していただきま

した。 それで県で調達できるものに関しては、 いつまでに何個

調達できそうですよ…という調整をかけて回答をさせていただ

きました。 ラップポンなど皆さんが持っていった物品についても

調達出来ますよ…というのがあったのですけど、 仮設トイレを用

意して欲しいという具体的なオーダーがあって、 仮設トイレとい

うとなかなか大きなもので、 また花火大会レベルの必要数です

ね…という話で、 やり取りした経緯がありました。 何処に設置す

るのですか？という情報を含めて欲しいかなと思っていたので、

どういった物が、 どういった根拠を元に何個必要で、 いつまで

に必要かという所をまとめていただきましたので、 我々としては

非常に調達ないし調整しやすかったです。

本部活動の詳細についても、 ここで簡単にご紹介させていただ

きます。 皆さんの車に搭載したスマートフォンから位置情報を取

得させていただいておりました。 これは研修運営の安全管理上

させていただきました。 およそどのあたりに居るかを確認させて

いただいて安全を確認させていただきました。

昨日は沿岸部に暴風警報が１４時くらいまで出ていたので、 その

辺りをちゃんと見る事が出来るように気象庁の情報や雨雲レー

ダーなどを見ながら大型の液晶画面が４台くらい並べて本部運

営をやっていました。

クロノロに関しましては、 水などの状況に関しても、 液晶画面上

に表示して情報を落とし込めるようにしていて、 進捗状況を物

資支援班で確認をさせていただいていました。 あとは、 活動指

揮について、 皆様、 救護班として参集拠点本部に来ていただき、

その指揮の元に様々な保健所に行っていただいて、 活動中で

あるとか、 本部活動をやっているというのを逐次入力していた

だきました。 僕が感動したのは、 朝の段階で撤収を入れていた

だいたＢグループ。 これをやっていただいただけでも僕が昨日

EMIS の講義の中で言って良かったなと思っているところです。

ちゃんと帰る時まで入力して欲しかったなと他のグループの方に

は思ってしまいましたが…一応本部としてはこのようなかたちで、

先程の６シマ （機能班） の話がありましたけども６シマで展開を

させていただきながら調整とか調達とか返答をさせていただきま

した。

眞瀬 ： ありがとうございます。 実際の本部について、 何かご質

問がありますか？ C チームお願いします。

C グループ （松崎） ： C グループは調整本部をやらせていただ

いたのですが、 毛布が 500 枚、 ベッドが 500 個。 何故かラッ

プポンだけが３台というのが調達要望として上がってきたのです

が、 グループのメンバー内で、 実際にそれらが本当に欲しいの

か？という話になった時に、 やはり物資の情報が全く無かったと

いうことと、 自分達も情報をきちんと聞きに行ってなかった部分

もあったのにもかかわらず、 そのまま上位本部に要望を上げて
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しまったという経緯がありまして、 もう少し吟味する必要があっ

たのかなと改めて思いました。 確かに 500 個に対してトイレが

３つで本当に良いのか？と言われると、 確かにそうだなって思っ

たので。 そういう所は予め調整してから上位本部に要望を上げ

るべきだったなという反省点が 1 つありました。

眞瀬 ： ありがとうございます。

それでは項目１の獲得目標で、 【ロジスティクスの基礎を習得す

る】 について討議したいと思います。 【派遣地までの円滑な到

達】については、先程ナビを含めてお話をしたかと思いますので、

ここでは 【衣食住の確保】 について重きを置いてお話をしてい

ただきたいと思います。 まず 【衣】 ですね。 だいぶ雨が強かっ

たわけですが、 雨具等を個人で準備してきたとかありますか？

関東以南はまだまだ暑いですが、 岩手は朝晩結構寒いと思いま

す。 この時期であれば防寒対策…とまではいかないと思います

が、 寝る時の暖の取り方とか、 このあたりについてはどう考えら

れたかとか、 どういう準備をしてきたとか、 津波被災地に一番

近い拠点に派遣された B グループにコメントをお願いします。

B グループ （千葉） ： メンバーそれぞれで雨具の準備をしてき

たと思うのですけど、 予想以上の雨の強さで、 カッパでいいや

と思っていた方は傘を持ってきてなかったと後悔していましたし、

カッパすら持ってきていないか方もいらっしゃいました。 雨具に

関しては、 もちろん持っていける物資の量は限られますが、 そ

の中でこれはいらないではなく、 むしろ必要。 予想以上の物は

準備しておく必要があるのかなと思いました。

B グループ （服部） ： 防寒対策についてはどれを選ぶかが難し

いというのがあって、 日赤さんなんかは日赤さん所有のいいも

のを持ってきていましたし、 私も個人で暖かいものを用意してき

たのですが、 かえって暑すぎてはだけて寝てしまって、 結果ひと

りパンツで寝てしまっていました。

B グループ （千葉） ： 私がそのようになってしまったのは、 登山

の時に使っていた厳冬期用のシュラフを持ってきたのが原因で

す。 以上です。

B グループ （服部） ： ちょっと過剰に準備してしまいました。

眞瀬 ： では F 班はいかがですか？

F グループ （中村） ： 雨に関しては、 カッパとかを準備してはい

たのですが、 先程も話がありました通り、 かなり雨が強すぎた

ので、 一旦外での作業を止めて、 雨に濡れない場所での作業

を優先しました。 そういう対応をすることで、 雨対策を考えて実

行することが出来たのかなと思っています。

寒さ対策については、 私達が寝た所が体育館でしたが、 扉を完

全に閉め切ることが難しいような状況の体育館でした。 一応扉

は閉まってはいたのですけど、 皆が近づいて寝ることはやめて、

今回は離してそれぞれで寝所を作って寝るようにしました。 岩手

入りした時点で、 既にちょっと寒いよねっていうのがありました

ので、 前日にホームセンターに一緒に行ってちょっとした衣料を

買いに行きました。 それぞれ寝袋を持ってきていましたし、 毛布

も余っているものがあったので、 必要な人は自由に取れる体制

をとって、 夜中寒かったらそこから使っていくという寒さ対策が

できました。 しかし、 このやり方ですと各個人に任せてしまうと

ころが大きくて、 ロジとして私が衣食住の管理をしていたのです

けれど、 担当のロジとしてグループのメンバーに、 今寒いかどう

かを聞くことを全くしていなかった。 その点に関してはグループ

として管理をしていかないと、 その人任せにしてしまうと、 こう

いう現場って我慢しちゃう人も出てきちゃうと思います。 ここは

しっかりグループのメンバーに聞いて対応していきたいところで

す。

B グループ （千葉） ： 言い忘れたことがあってもう一回発言させ

ていただきます。 今回、 自分達の避難所では衛星通信を確立

する時に傘ってすごく重要だなと思いました。 というのも、 カッ

パは個人を守るためですね。 傘は物資を雨からも水からも守る

点でも使えると。 衛星通信を確立する時に、 軒下だと反応しな

くて、 どうしても野ざらしになっている場所でしか衛星の電波が

取れなくて、 人はカッパを着れば大丈夫でしたが、 衛星通信機

器が野ざらし雨ざらしになってしまいました。 その時、 うちの三
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上さんが衛星通信を確立していた私に、 こうやって傘を差し出し

てくれて、 そうすれば人も守れるし衛星通信機器も守れて、 傘

がすごく役立ちました。

眞瀬 ： どこに行くかを考えながら準備していくことが大切だと思

います。

食事については、 蕎麦アレルギーの方がいらっしゃったと聞いて

いますが、 何か工夫したことがありますか？

A グループ （宮田） ： 蕎麦アレルギーはそんなに強くはないので

すが、 自由に食品を選んで良いですよということで先に選ばせ

てもらって、 それから皆さんに食品を選んでいただきました。 種

類が沢山あったし、 特に何も困りませんでした。

眞瀬：不自由な思いはしなかった？それは食品のチョイスがいっ

ぱいあった？

A グループ （宮田） ： はい、 そうです。

眞瀬：JDA-DAT の方がいた思います。 こういった点に関して、

災害時どう考えたらいいかコメントをいただけますか？

A グループ（山口）：JDA-DAT 山口です。 今回はうちのグルー

プに蕎麦アレルギーの方がおりましたけれど、 支給されている食

品が判りましたし、 現在アレルギー対応食もいっぱい出てきまし

て、 28 品目を抜いた備蓄食なども出回っています。 もし何か

あれば、 今回はグループの中でしたけれども、 避難所の中でア

レルギーの方とかリストをいただければ、 そこから調整して上位

本部に要望を上げたいと思っています。

B グループ （高橋） ： 同じく、 JDA-DAT の高橋です。 今回、

まず本部の皆さんに感謝したいのが、 いろいろな種類の食事を

用意していただいたことです。 これによって参加した皆さんが食

事を選べる。 そして温かい物を食べることができる。 その点に

ついて感謝しかないと思います。 もう一つ付け加えておきたかっ

たのは、 いくつかのグループでおやつを持ってきて皆さんに配っ

ていたという点です。 そういった意味で我が JDA-DAT ではで

すね、 講習会をやる時に心ときめく何かしらの食べ物を一品持っ

てきた方が良いという物を学びにしていた記憶があるのですが、

山口さん。

A グループ （山口） ： ・ ・ ・ 。

Ｂグループ （高橋） ： すみませんでした。 （笑） 私、 今回持って

こなかったのですが、 次回参加する時イチゴ煮の缶詰を２、 ３個

持ってこようと思っておりました。 以上です。

眞瀬 ： ありがとうございます。 食はすごく大切ですので、 温か

いものを食べることができれば、 力も湧いてきますし、 なんとな

く簡単なものだけでいいやということではなく、 きちっと献立ま

で考えて…とはなかなか難しいかもしれませんが、 是非食につ

いては充分考えて活動していただければと思います。

衣食住の所では、 トイレとか寝る環境について女性からご意見

をいただきたいですが、 Ｃグループでトイレと寝床については何

かありましたでしょうか。

C グループ （藤田） ： C グループでは、 保健所内で使っていな

い浴室がありましたので、 そちらを提供していただいて、 トイレ

として個室にちゃんとした空間を確保できました。 また、 ラップ

ポンを使わせていただいたのですが、 匂いも全然しないですし、

使いやすくて良いなというのを経験して、 今後導入を進めてい

きたいなと思いました。

あと、 寝る部屋に関しては、 グループのメンバーの皆さんとご相

談させていただいて、 女性用に部屋を提供していただいきまし

た。 今回、 女性と男性を分けて寝る事が出来たというのは、 安

全の面などについて安心できたので良かったのかなと思います。

やはり場所が一つしかないという時に、 プライバシー等を配慮し

ながらゆっくり休める環境をいかに作るか？というのは一つ課題

だと思ったので、 寝る環境とか、 食べる場所はすごく大事だな

ということを実感しました。

眞瀬 ： ありがとうございます。 どなたかインストラクターで寝床、

トイレ、 男女についてなどコメントをいただける方いらっしゃいま

すか？

Ctrl （青木） ： 寝床ですか。 今回私は寒いと思ったのでホーム

レスシェルターを作ってみました。 簡単に作れますので。 長机の

所に毛布を貼ってですね、 その下で寝ると非常に温かくなりま

す。 むしろ私も暑かったくらいです。 これしかネタが出ないです。

すみません。

Ctrl （奥野） ： 寝床ですが、 皆さん銀マットを敷いて硬い所で、

良く眠ることができた人？あら、 意外といらっしゃる？！体痛く

て、 僕も若い頃は硬いところで寝てたのですが、 途中から寝る

ことができなかったので、 能登半島地震を機にコットを買いまし

た。 結構キュッと小さくなるコットで軽いコットなので、 今回持っ

てきたのですけど、 やっぱり要りますね。 良く寝ることができま

した。

資機材って何をどれだけ持って行っていいか？という話も出て
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いましたけれど、 結構かさばるので、 自分の持って行かなけれ

ばいけない物、 チームが持って行かなきゃいけない物、 そして

運ぶツールとか車とかをいろいろ考えながらになりますが、 個人

的にあれば良いなと思うのはコットだと思います。 寒さも疲れも

防げるかなと思います。

Ctrl （大友）：皆さん女性がメンバーの中にいらっしゃると、 ちゃ

んと気を遣うと思いますが、 時代の流れなのか、 男性に気を遣

われるのが嫌だっていう女性もいる訳ですよね。 でも、 そういっ

た女性の方から、 気を遣わなくても良いよって発信してもらわな

いと、 所詮、 男の考えの行きつく先って女性の深さにはかない

ません。 ここにいる人たちは、 女性の意見をきちんと聞ける人が

多いと思うので女性の方から発信してもらって、 こういうふうに

してほしいと要望を出してほしいです。例えば今回コントローラー

として皆さんの活動を見ている中で、 寝る場所を女性と男性分

けていたのですが、 女性が通路側に寝ていないか？と思ったの

ですけどそこはあえて言いませんでした。 その点については気

にしていないから女性は何にも言わなかったのだと思うのですけ

ど。 気にする人がいるのであれば、 ちょっと通路側はやめて欲し

いと発信してもらうのが大事だと思います。 男性の気遣いと女

性の発信と遠慮が無くなるのが一番だと思います。

眞瀬 ： ありがとうございます。 それでは本部の方まとめてお願

いします。

Ctrl （柴田） ： 衣食住に関して、 本部として特にまとめる所は

無いのですが…まずは皆さん寒い中や雨の中で活動していただ

き、 また蕎麦アレルギー等については JDA-DAT の方々とか、

色々な職種の専門性をもって対応していただいたと思います。

食べる物に関しては、 温かい物を食べることが出来たと思って

いますし、 トイレを使っていただいた方に関しては匂いがほとん

どなかったということを実感していただいたと思います。 寝る場

所の対策について先程のコットの話もありましたが、 皆さん実際

に寝てみて、 こういったほうが良いかなと改善をしていただいた

り、 必要であればそういった物資の導入を検討してみていただ

いたりするのもよろしいかと思います。 シャワーについても、 清

拭だとか、 シャワー浴とか、 実際試していただいた方にご意見

をいただきたかったのですけれど、 今回は時間の都合で割愛さ

せていただきます。

眞瀬 ： ありがとうございます。 それではこれで、 ディスカッショ

ンを終了したいと思います。

何かあれば研修後のアンケートに記載していただければ、 来年

度以降の研修に活きてくると思いますのでよろしくお願いしま

す。
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　第１1 回目の研修となった今回も大きな事故やトラブルなどなく終了することができた。まずは関わっていただいた全て
の方々に感謝申し上げる。今回も「ロジスティクスの基礎を習得する」、「各拠点の本部立ち上げと本部内におけるロジスティ
クスの役割を理解する」、「多組織間の連携について理解する」、「安全管理」を獲得目標として行った。実践研修では宮古医
療圏、釜石医療圏を舞台とし、宮古市の避難所を初めて拠点として使用させていただいた。参加者はいずれの目標も概ねよ
く理解されており、実施することができたと考える。特に、チーム内のコミュニケーションの確立、適切な役割分担、その　
役割分担に沿った行動はできていた受講者が多く見られたようである。
　獲得目標の「ロジスティクスの基礎を習得する」に関しては、今回雨天ということで雨具や夜の防寒対策が必要であった
が、参加者によっては準備のない方もいたようだ。また、過剰に準備をしてしまったというような声も聞かれた。現地の状
況に合わせた準備の必要性とその難しさが実感できたのではないか。また、食事についてはアレルギーなどの観点からも食
事の選択について検討したグループもあった。アレルギー対応食なども出回っており、このような準備も必要であることが
わかったのではないだろうか。
　「各拠点の本部立ち上げと本部内におけるロジスティクスの役割を理解する」に関しては、指揮系統の把握で混乱したチー
ムもあったようだ。活動開始時に必要な情報を収集・記録・伝達・共有することが重要であること、痛感したと思う。また、
本部内の機能についても今一度確認してもらいたい。今回全ての班にスターリンクを配置し、立ち上げも受講者が行なうよ
うにしたため、多くの方が使用できたと思う。これにより web 会議や EMIS の入力も滞りなく行えることを経験できたで
あろう。一方で、今回雨だったという事もあり、通信の立ち上げに苦労した班があったように見受けられた。スターリンク
などの衛星通信を上手く使えるようになることも大事なロジスティクスの役割である。
　「多組織間の連携について理解する」に関しては、この研修の特徴として様々な組織からの受講があることが挙げられる。
実践研修では、なるべく多くの職種の方とコラボレーションができるよう班分けを行っている。その中でうまくコミュニケー
ションをとり、それぞれが持っている知識を集約させることができたように見受けられ、感銘を受けた。様々な立場で被災
地に入った支援者を一つのコーディネートの下で活動すること、さらに被災地で地元担当者など多様な職種の方を支えるた
めにも他職種の支援が重要であることが理解できたと思われる。また、マスコミ対応について検討したグループもあったよ
うだ。今後の災害対応の一環としてリスクコミュニケーションは今後さらに重要な要素となるであろう、是非この面の知識
も深めてもらいたい。
　「安全管理」に関しては、雨という気象条件だったことや移動の際にナビが上手く使えなかった事、余震などの対応など
の課題が挙がったグループが多かったように見受けられる。今一度活動の中での安全性のポイントについて確認いただきた
い。
今回は、実践研修後に「被災地ツアー」と称して、東日本大震災の際に実際に対応された方や現地の語り部などにご講話い
ただく機会を設けた。受講者、講師のアンケートともに、「実際に被災された職員の方の話は想像を遥かに超えて胸に刺さ
りました」、「是非続けていただきたい」など満足度が高く、参加者の胸に響くものになったようで、嬉しく思う。
　重ねてになりますが、本研修を開催するにあたりご協力賜りました施設のご担当者、講師の皆様、ご後援、ご協賛くださ
いました皆様に感謝申し上げます。

全体総括全体総括

日本災害医療ロジスティクス研修運営委員長日本災害医療ロジスティクス研修運営委員長

眞瀬 智彦眞瀬 智彦
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3. 受講した動機について （複数回答可）3. 受講した動機について （複数回答可）

２． ご自身の所属する団体について （複数回答可）２． ご自身の所属する団体について （複数回答可）

１． ご自身に当てはまるものを選択してください。１． ご自身に当てはまるものを選択してください。

アンケート結果アンケート結果
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	◆ 最後の討論会は全体として非常に建設的で、有意義なものだったと感じております。
	◆ 強いて言うなら、能登半島地震の派遣を考えると、就寝環境はもう少し過酷でも良いのかなと思いました 
（ex. 屋外でテント、季節を夏 or 冬にするなど）。また、被災地でもカーナビは使えますが、研修の制約として
「ナビ使用禁止」とした方が、事前の経路設定の精度が増すと思いました。

	◆ 実践演習では普段経験のない状況を与えられそれをチームでどのように解決していくかを考えること自体がと
ても良い訓練になりました。各事案ごとに対応方法をチームで検討し、その内容についてインストラクターの
方から多くのフィードバックをいただきました。実際の災害現場では「正解はない」とのコメントをいただい
たところではありますが、可能であれば具体的な最適解のようなフィードバックもいただけると、実際の活動
での対応の一つの方法として身につけられると感じました。

	◆ 想定終了時期を明確にして欲しい。岩手医大までの帰還経路もコントローラーに指示されたが、討論の場では
EMIS を撤収にしておく方が良いとのことだった。撤収であればプレーヤーに経路選択の自由を与えて欲しい。

	◆ 貴重な経験になりました。
	◆ 私は過去に中国ブロックのロジ研や災害支援の経験があったため、よりこの研修で得られたものが大きかった

と感じた。一方で未経験だとこの研修の意義？価値？のようなものが減ってしまうのではないかとも感じた。
（実践的過ぎて、付いていけない場面もある？） 
募集要項に災害支援の経験、ロジ研の研修受講歴等があると良いことを記載してもよいかもしれない。

	◆ 派遣先が決まってから、各グループで必要な資料等を準備する時間がもう少しあれば、と後で思いましたが、
限られた時間の中で動くという想定なら仕方がないと思います。

	◆ クロノロについてのフィードバック、特にチームクロノロで得た情報を確認するプロセスがあってもよいのか
と思いました。もしくはイントラによるデモも良いかも。 
実践訓練では最前線への派遣でしたが、最前線のチームにもう少し避難所の状況を付与していただいても良

5. 本研修について、 改善してほしいこと。5. 本研修について、 改善してほしいこと。

4. 本研修全体の感想について4. 本研修全体の感想について
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６. 追加してほしい研修内容について。６. 追加してほしい研修内容について。

	◆ 実践研修が翌 7 時に終了になるが、本来の運営では、朝のミーティング、その日に来た隊へのブリーフィン
グなど非常に重要な作業があるとおもうので、被災地の講義を聞くことも決して、軽視すべき内容ではないが、
折角、宿泊しているのであればそのあたりまで含めていくとより実践的ではと思った。

	◆ ３日目の午前中まで実践研修ができると、収集・分析した情報をもとに活動方針をたてて、それを発信する…
という一つのサイクルが体験できるので、時間の制約はありますがやってみたいと思いました。 
実際、能登の時に夜なべして翌日の活動方針を示すということを体験しましたが、上手くできなかったなとい
う後悔があるので。 
県の本部の運営も練習してみたいと思いました。

	◆ 実災害を想定した外部団体との調整業務が含まれる状況付与が、さらに多く取り入れられるとありがたいです。
	◆ 事前研修でグーグルドライブの使い方などを教えてもらえるとありがたい。
	◆ 保健所内での活動であった為、保健所内に活動スペースを作れたが、テントなどの設営を経験してみたかった。
	◆ 実災害時は夜間帯での対応も求められると思いますので、今回のような 1 隊での活動の中で、夜間どう対応

するのか ( 休憩や本部などとの連携、不測の事態への対応など ) をシミュレーションする演習などもあれば良
いと思いました。

	◆ 岩手医大が使用している DMAT カーや資機材を見てみたっかったです。 
こんな感じで資機材管理しています。　　みたいな、倉庫があれば参考にしたいでした。 
動線で工夫されていることなど、とにかく他施設でのやり方は興味があります。

	◆ D24H や J-SPEED などは e ラーニングだけではなく実際に入力する研修を行った方が良いと感じた。
	◆ 今回の形がとても完成されていたと思います。
	◆ JSPEED について
	◆ D24H、J-SPEED、金銭管理
	◆ 多々ありますが、もう一日日程が多くても良いかなと思いました。EMIS 上の箱作りなども経験してみたかっ

たです。
	◆ 保健医療福祉調整本部内での実践的な活動を座学でもより深くして欲しかった。
	◆ ✓　トランシーバー実働研修の任意受講 

かったかなと思いました。実際であれば自分たちの目で確認できることも付与されないため少々戸惑い、上位
本部から詳細情報（人数や内訳など）が降りてきたので、やり取りに困った部分がありました。あと県立病院
には仮想でチームを入れといてもいいかなと思いました。

	◆ 保健医療福祉調整本部内での実践的な活動を座学でもりより深くして欲しかった。
	◆ ✓　保健所と市役所の立ち位置の検討 

　（縦の関係性を全く知らない受講生にとっては、理解が難しかった） 
　　⇒事前動画等で岩手県の災害医療圏の説明や災害時組織図の説明動画を作って説明されてはいかがでしょ 
　　　うか？ 
✓　現状分析と課題／活動方針の説明 
　　⇒本部運営として今後使用していくのであれば必要かもしれません 
✓　（実地研修にて）進行が速かった場合の負荷の準備 
✓　経路選定やクマが出た場合の対処など、安全面に関する振り返り時間の確保 
　　（注意すべき点や休憩場所の確保など）

	◆ 実動訓練で使用できる資材の説明をもっとして欲しかった。
	◆ 改善というか、訓練中の食事が豪華すぎたなと思いました。
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✓　現状分析の事前学習およびテーブルシミュレーション 
✓　岩手県の災害医療体制 
✓　D ２４H の概要及び操作方法

	◆ 各団体組織の活動内容など、情報交換や実践報告を聞ける場があれば、より役割の相互理解も深まると思う。
連携や依頼もしやすいかもしれないと感じた。

	◆ 車両の取り扱い。（バッテリーあがり、パンク、スタック等への対処）
	◆ 保健医療福祉調整本部の役割については，演習後に近藤先生の講義で振り返りとして学ぶことができたが，実

災害に派遣経験がないメンバーではどこの本部に入ったかで役割が変わることが想定できていない事もあると
感じた． 
演習前に組織図内の場所によって同じ本部でも求められる立ち回りが異なることを強調した説明をしていただ
けると，実践に入った時に自分たちに求められる動きはこういうことではないか？と想像しやすくなると思い
ました．

７. 本研修に参加して良かったこと。７. 本研修に参加して良かったこと。

	◆ タスクの皆様、インストラクターの皆様がロジスティックをより高めていこうという熱い気持ちで実施されて
おり、非常に実りのある内容と思います。 
普段から、自施設で災害医療訓練を企画していることから、ここまでの内容を作りこむ難しさが分かることか
ら、このような機会を頂戴したことに深く御礼を申し上げます。

	◆ 今までの災害派遣で「本部の立ち上げ」を経験したことがなかったため、貴重な経験になりました。 
衛星電話をかける練習をしたことは何度かありますが、外に設置して中に線を引き込んで使ったことはなかっ
たので、それも良い経験になりました。 
受講者に DMAT のインストラクターがいたので、その方のノウハウを吸収することができ、また、他機関・
他職種の災害対応に対する考え方も知ることができました。 
DMAT が EMIS を大切にする理由が理解できました。 
どうしたら良いのかな？と迷った時、インストラクターが適度に助言してくださったため、疑問を持ち続ける
ことなく、すぐに解消することができた。 
受講の機会をいただきありがとうございました。

	◆ 実災害を想定した外部団体との調整業務が含まれる状況付与が、さらに多く取り入れられるとありがたいです
が、演習の状況付与に対応するイメージが膨らみ大変勉強になりました。

	◆ 自分以外、みな若い人ばかりのグループでうまくやっていけるか不安だったが、なんとか３日間の研修を無事
終えることができたと思う

	◆ 本部設営を実践的に行えたことで、有事の際に必要な知識の再確認と経験をすることができたこと。所属施設
へ還元し、活かしていきたい。

	◆ 改めて、ロジ力が災害時には必要であることを学んだ。また、平時でも、自部署の組織をまとめていく上でも
必要な知識とスキルであり、今回参加して多くの学びを得る事ができた。 
自施設で活用していきたい。



54

AppendixAppendix

報告会の様子報告会の様子

　今回の研修より、研修報告会をオンラインで
開催する新しい試みを行いました。
　実践研修２日目朝の想定終了後に、各会場を
Zoom でつなぎ、各グループ毎に研修の成果を
発表していただきました。
　若干のトラブルはありましたが、全てのグ
ループから報告していただき、無事時間内に終
了することができました。
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被災地の今被災地の今
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受講者名簿受講者名簿
氏名 都道府県 所属機関名 所属部署名 職種

青
あ お き

木　妃
ひなか

奈香 東京都 日本赤十字社医療センター 検査部 微生物検査課 臨床検査技師

飯
いいづか

塚　健
け ん と

斗 東京都 日本赤十字社 事務局 救護・福祉部救護課 事務職

大
おおきた

北　真
し ん や

哉 香川県 四国こどもとおとなの医療センター 脳神経外科 医師

大
おおはし

橋　寛
ひ ろ し

司 兵庫県 神戸市西区役所 玉津支所保健福祉担当 行政職員

金
か な い

井　滉
ひ ろ き

己　 東京都 国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局　DMAT 事務局 救急救命士

菊
き く ち

地　駿
しゅん

　 東京都 東京都立多摩総合医療センター 看護部 救急救命士

小
こ い で

出　香
か お り

織 岩手県 栃内病院 ４階病棟 看護師

小
こ が さ か

賀坂　奈
な み

美 福島県 一般財団法人 脳神経疾患研究所附属総合南東北病院 救急外来 看護師

近
こんどう

藤　徹
とおる

　 長崎県 長崎県五島振興局（五島保健所） 保健部 医師

坂
さかもと

本　貴
たかひろ

弘 茨城県 日本赤十字社 茨城県支部 事業推進課 事務職

佐
さ さ き

々木　啓
けいすけ

介 東京都 日本赤十字社 事業局 救護・福祉部 防災業務課 事務職

佐
さ と う

藤　陽
ようすけ

介 東京都 東京医科大学病院 ＥＲプライマリ・ケア 看護師

佐
さ と う

藤　航
わたる

　 栃木県 地方独立行政法人 新小山市民病院 医療技術部 臨床工学技士

澤
さ わ だ

田　悠
ゆうすけ

輔 群馬県 群馬大学医学部附属病院 救命救急センター 医師

澤
さわだて

舘　史
ふみあき

晃 岩手県 岩手医科大学附属病院 西１０B 精神神経科病棟 看護師

鈴
す ず き

木　秀
ひでたか

鷹 東京都 日本赤十字社 武蔵野赤十字病院 救命救急科 医師

高
たかはし

橋　忍
しのぶ

　 東京都 至誠会第二病院 栄養管理室 管理栄養士

髙
たかはし

橋　大
だいさく

作 東京都 杏林大学医学部付属杉並病院 救急外来 看護師

髙
たかはし

橋　郁
ふ み や

弥 東京都 日本赤十字社 東京都支部 救護課 事務職

田
た む ら

村　奈
な な

々 兵庫県 兵庫県立尼崎総合医療センター 看護部 看護師

千
ち ば

葉　隆
たかふみ

文 埼玉県 医療法人社団東光会 戸田中央総合病院 ＩＣＵ / ＨＣＵ・ＣＣＵ 看護師

永
な が た

田　達
たつひろ

拡 広島県 広島大学 大学院医系科学研究科 公衆衛生学 薬剤師

中
なかむら

村　匡
まさひで

秀 愛媛県 済生会松山病院 リハビリテーションセンター 作業療法士

西
にしもと

本　章
しょうご

吾 東京都 社会福祉法人恩賜財団済生会 本部事務局 事業基盤課 事務職

奴
ぬ た は ら

田原　脩
しゅういち

一　 山口県 地方独立行政法人 山口県立こころの医療センター 地域連携室 作業療法士

服
はっとり

部　純
よしひさ

尚 埼玉県 国立病院機構埼玉病院 産婦人科 医師
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氏名 都道府県 所属機関名 所属部署名 職種

原
はら

　郁
いくみ

美 埼玉県 医療法人社団武蔵野会 ＴＭＧあさか医療センター 看護部 看護師

藤
ふ じ た

田　楓
かえで

　 埼玉県 芝浦工業大学 Ｄ２４Ｈ事務局 大学院生

堀
ほ り え

江　斗
と し き

士輝 神奈川県 東名厚木病院 救急外来 看護師

松
まつざき

崎　佳
か お り

小里 福島県 一般財団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院 看護管理室 看護師

松
まつもり

森　拓
た く や

也 岩手県 盛岡市立病院 看護部 看護師

三
み か み

神　憲
けんいち

一 神奈川県 学校法人青山学院　青山学院大学 シビックエンゲージメントセンター 教員

三
み か み

上　智
と も こ

子 神奈川県 済生会横浜市東部病院 救命救急センター外来 看護師

三
み か み

上　昌
まさゆき

章 千葉県 千葉県総合救急災害医療センター 検査科 臨床検査技師

宮
み や た

田　ゆ
ゆ き え

き恵 山形県 山形県立中央病院 手術室 看護師

山
やまぐち

口　祐
ゆうすけ

介 長崎県 医療法人社団英仁会 愛野ありあけ病院 栄養課 管理栄養士

山
やまもと

本　謙
け ん じ

治 神奈川県 社会福祉法人鎌倉市社会福祉協議会 地域福祉係課生活支援係 事務職

吉
よ し だ

田　伊
い お り

織 佐賀県 やよいがおか鹿毛病院 リハビリテーション部 理学療法士

吉
よ し だ

田　元
もとはる

治 大阪府 大阪府立中河内救命救急センター 検査室 臨床検査技師
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役付 氏名 所属 職種

運営委員長 眞
ま せ

瀬　智
ともひこ

彦 岩手医科大学 医師

運営委員 市
いちはら

原　正
まさゆき

行 国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局　DMAT 事務局 調整員

運営委員 大
おおとも

友　仁
ひとし

公益社団法人青年海外協力協会 調整員

運営委員 奥
お く の

野　史
ふみひろ

寛 埼玉県済生会加須病院 調整員

運営委員 小
お ざ わ

澤　和
かずひろ

弘 愛知医科大学 調整員

運営委員 近
こんどう

藤　久
ひさよし

禎 国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局　DMAT 事務局 医師

運営委員 高
たかくわ

桑　大
だいすけ

介 調整員

運営委員 中
な か た

田　正
まさあき

明 兵庫県災害医療センター 調整員

運営委員 森
も り の

野　一
か ず ま

真 山形県健康福祉部 医師

運営委員 山
やまのうち

内　　聡
さとし

仙台市立病院 医師

運営委員 若
わ か い

井　聡
あきのり

智 国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局　DMAT 事務局 医師

講師 赤
あかほし

星　昴
こ う き

己 厚生労働省医政局 医師

講師 久
く ぼ

保　達
たつひこ

彦 広島大学 医師

コントローラー 青
あ お き

木　正
ま さ し

志 茨城県立中央病院 看護師

コントローラー 伊
い さ き だ

崎田　和
わ か

歌 千葉県総合救急災害医療センター 調整員

コントローラー 菊
き く た

田　智
と も こ

子 独立行政法人国際協力機構（JICA) 調整員

コントローラー 久
く ぼ

保　芳
よしひろ

宏 日本赤十字社 福島県支部 調整員

コントローラー 柴
し ば た

田　隼
は や と

人 愛知医科大学 調整員

コントローラー 田
た し ろ

代　雅
ま さ み

実 福島県立医科大学 調整員

コントローラー 寺
てらさわ

澤　ゆ
ゆ か り

かり 京都第一赤十字病院 調整員

コントローラー 羽
は だ

田　達
た つ や

矢 独立行政法人国際協力機構（JICA) 調整員

コントローラー 濱
は ま だ

田　真
ま り

里 兵庫県栄養士会 調整員

コントローラー 林
はやし

　洋
ひろかつ

克 済生会宇野宮病院 調整員

コントローラー 馬
まわたり

渡　博
ひ ろ し

志 熊本大学病院 調整員

コントローラー 三
み う ら

浦　有
ゆ う き

樹 福島赤十字病院 調整員

コントローラー 渡
わたなべ

邉　暁
あきひろ

洋 兵庫医科大学 調整員

運営委員・コントローラー名簿運営委員・コントローラー名簿
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役付 氏名 所属 職種

タスク 大
おおつか

塚　修
のぶひろ

宏 流山市消防本部 調整員

タスク 大
おおやま

山　凌
りょうじ

治 国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局　DMAT 事務局 調整員

タスク 金
か ね こ

子　泰
やすなり

也 長野市民病院 調整員

タスク 木
き む ら

村　磨
ま こ と

功 国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局　DMAT 事務局 調整員

タスク 倉
くらはし

橋　公
き み え

恵 日本福祉大学 看護師

タスク 佐
さ く ま

久間　惟
い よ

代 福島赤十字病院 調整員

タスク 篠
しのはら

原　功
いさお

　 山口県立こころの医療センター 調整員

タスク 下
しもやま

山　京
きょういちろう

一郎 医療法人社団武蔵野会 ＴＭＧあさか医療センター 医師

タスク 高
たかはし

橋　貴
たかゆき

行 永生病院 調整員

タスク 橘
たちばな

　岳
た け し

志 大阪府済生会千里病院 調整員

タスク 田
た の は た

之畑　李
り な

菜 宮崎大学医学部附属病院 調整員

タスク 腹
はらこ

子　歩
あゆむ

夢 一般財団法人 脳神経疾患研究所附属総合南東北病院 調整員

タスク 藤井　貴文 北見赤十字病院 調整員

タスク 増
ますどめ

留　流
る き

輝 国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局　DMAT 事務局 調整員

タスク 見
み う ら

浦　継
けいいち

一 国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局　DMAT 事務局 調整員

運営委員 藤
ふじわら

原　弘
ひろゆき

之 岩手医科大学 調整員

運営委員 富
とみなが

永　綾
あや

岩手医科大学 調整員

運営委員 金
か ね こ

子　拓
たく

岩手医科大学 調整員

スタッフ 澤
さ わ だ

田　幸
こ う じ

司 岩手医科大学 運営事務局

スタッフ 田
た ぐ ち

口　善
よしひさ

久 岩手医科大学 運営事務局

スタッフ 蒲
がまさわ

澤　優
まさる

岩手医科大学 運営事務局

スタッフ 伊
い と う

藤　友
ゆ か こ

香子 岩手医科大学 運営事務局

スタッフ 佐
さ と う

藤　仁
ひ と み

美 岩手医科大学 運営事務局
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AppendixAppendix

協力団体・組織協力団体・組織

協賛企業協賛企業

■ 総務省東北総合通信局
■ 宮古市役所
■ 釜石市役所
■ 大槌町役場

■ 宮古保健所
■ 釜石保健所
■ 岩手県立大槌高等学校
■ 岩手県立宮古病院

■ エアーストレッチャー株式会社
■ 尾西食品株式会社
■ 株式会社大塚製薬工場
■ 小津産業株式会社
■ 株式会社サムライコネクション
■ 株式会社セイエンタプライズ
■ 株式会社ドコモビジネスソリューションズ
■ 株式会社ノルメカエイシア
■ 株式会社長谷川綿行
■ 株式会社モレーンコーポレーション
■ 株式会社ワコー商事
■ 共立医科器械株式会社
■ ＫＤＤＩ株式会社

■ 杉田エース株式会社
■ セブンシップサービス株式会社
■ ソフトバンク株式会社
■ テクノホライゾン株式会社
■ 日本製紙クレシア株式会社
■ 日本セイフティー株式会社
■ 北良株式会社
■ ミドリ安全岩手株式会社
■ ＭＩＲＡＩ－ＬＡＢＯ株式会社
■ メンリッケヘルスケア株式会社
■ ランドポート株式会社

（50 音順）
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